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8１ 

ソ
連
で
は
一
九
三
七
年
、
中
国
で
は
一
九
五
七
年
、
東
欧
諸
国
お
よ
び
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
も
一
九
六
○
年
代
の
初
頭
に

は
、
い
ず
れ
も
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
全
面
的
に
樹
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
社
会
主
義
的
生
産
関
係
」
は
、

は
じ
め
に

は
じ
め
に

『
理
念
と
し
て
の
計
画
化
の
諸
モ
デ
ル

１
、
戦
時
共
産
主
凝
モ
デ
ル

２
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル

３
、
分
権
モ
デ
ル
の
発
想

二
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
経
済
改
革
の
評
価

１
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
の
特
徴
と
そ
の
形
成
過
程

２
、
ハ
ン
ガ
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改
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の
現
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む
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び
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え
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て
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8２ 
生
産
手
段
の
社
会
全
体
に
よ
る
単
一
の
所
有
形
態
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
な
く
（
国
家
的
所
有
と
集
団
的
。
協
同
組
合
的
所
有
と
の

併
存
）
、
ま
た
単
な
る
社
会
的
所
有
の
宣
言
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
生
産
の
実
際
の
社
会
化
」
に
お
い
て
な
お
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、

生
産
力
水
準
の
低
位
が
生
産
関
係
と
の
不
照
応
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
「
社
会
主
義
的
生
産
関
係
」
な
の
で
あ
る
。

』
」
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
の
現
代
社
会
主
義
は
、
一
方
で
は
社
会
主
義
経
済
の
現
実
の
機
能
の
仕
方
と
そ
の
効
率
化
を
め
ぐ
っ
て
、

計
画
と
市
場
と
の
関
係
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題
に
当
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
他
方
で
は
「
生
産
の
実
際
の
社
会
化
」
を
阻

害
す
る
官
僚
主
義
機
構
へ
の
批
判
と
し
て
、
直
接
生
産
者
に
よ
る
自
主
管
理
を
ど
う
組
織
す
る
か
と
い
う
問
題
に
当
面
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
筆
者
の
見
解
で
は
、
ソ
連
・
東
欧
に
お
け
る
経
済
改
革
も
中
国
に
お
け
る
文
化
大
革
命
も
、
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
主
義
の
当
面

す
る
諸
問
題
に
対
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
発
想
に
お
い
て

は
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
ソ
連
・
東
欧
に
お
け
る
経
済
改
革
の
理
論
的
背
景
の
要
約
と
、
そ
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改

革
の
実
態
分
析
を
中
心
と
す
る
。
な
ぜ
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
一
つ
の
典
型
で
あ
る
か
は
後
段
に
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
重
要
な
側
面
が
一
九
六

八
年
の
チ
ェ
コ
事
件
と
の
関
連
に
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
昭
和
四
六
年
度
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
委
託
研
究
（
佐
藤
経
明
編
『
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
経
済
改
革
』
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
三
年
所
収
）
を
、
昭
和
四
七
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
っ
て
継
続
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル

理
念
と
し
て
の
計
画
化
の
諸
モ
デ
ル



８３現代社会主義における計画と市場
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ソ
ヴ
ヱ
ト
・
ロ
シ
ア
は
、
マ
ル
ク
ス
の
想
定
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
状
況
○
も
と

で
、
社
会
主
義
建
設
を
開
始
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
全
世
界
的
な
体
制
と
し
て
の
資
本
主
義
か
ら
同
じ
く
全
世
界
的
な
体
制
と
し
て

の
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
に
包
囲
さ
れ
た
孤
立
し
た
一
国
に
お
い
て
独
力
で
社
会
主
義
へ
の
道
を

歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
ま
れ
た
ぽ
か
り
の
ソ
ヴ
ニ
ト
・
ロ
シ
ア
は
、
全
世
界
的
移
行
を
当

然
の
前
提
と
し
て
マ
ル
ク
ス
が
提
起
し
た
、
「
社
会
主
義
的
な
生
産
と
分
配
の
原
則
へ
の
直
接
的
移
行
」
を
み
ず
か
ら
の
当
面
の
課
題

そ
れ
は
、
第
一
に
、
ロ
シ
ア
革
命
が
急
速
に
世
界
革
命
に
拡
大
し
、
社
会
主
義
の
物
質
的
・
技
術
的
前
提
（
ロ
シ
ア
一
国
で
は
欠
除

し
て
い
る
も
の
）
が
全
世
界
的
規
模
で
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
帝
国
主
義

体
制
の
矛
盾
の
集
中
点
と
し
て
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
先
進
性
が
、
物
質
的
・
技
術
的
前
提
条
件
の
欠
除

を
補
完
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
内
乱
と
軍
事
干
渉
、
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
経
済
的
崩
壊
に
対
処
す
る

（
１
）
 

た
め
の
非
常
措
置
が
、
「
軍
事
的
任
務
」
と
「
直
接
に
共
産
主
義
的
な
任
務
」
と
を
混
同
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
一
九
一
八
年
夏
か
ら
一
九
一
二
年
春
に
か
げ
て
、
の
ち
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
一
つ
の
経
済
管
理
方
式

が
、
社
会
主
義
的
計
画
経
済
の
原
点
と
し
て
成
立
し
た
。

マ
ル
ク
ス
、
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
と
し
て
の
人
間
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
怪
桔
を
離
脱
し
さ
え
す
れ
ば
、
生
産

過
程
を
ふ
ず
か
ら
意
識
的
、
合
理
的
、
計
画
的
に
規
制
す
る
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
】
」
の
こ
と
の
意
味
は
、
生
産
過
程
の
計
画

的
な
規
制
が
原
理
的
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
す
で
に
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
胎
内
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
計
画
的
規
制

を
意
識
的
に
行
な
い
う
る
（
ま
た
そ
の
意
志
を
持
つ
）
主
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
）
」
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
が
現
実
の
も

の
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
手
段
が
「
公
共
の
財
産
に
転
化
す
る
」
こ
と
が
、
必
要
に
し
て
十
分
な
条
件
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
生

と
し
た
。



8４ 

１
、
社
会
的
労
働
の
配
分
の
直
接
的
、
事
前
的
規
制
。

２
、
，
個
々
の
生
産
物
の
生
産
に
対
す
る
、
生
き
た
労
働
と
対
象
化
さ
れ
た
労
働
の
単
位
あ
た
り
支
出
の
直
接
規
定
。

３
、
物
量
単
位
に
よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
作
成
。

４
、
個
別
的
消
費
の
た
め
の
社
会
的
生
産
物
の
分
配
に
さ
い
し
て
、
提
供
さ
れ
た
労
働
量
を
基
準
と
す
る
。

（
２
）
 

５
、
蓄
積
お
よ
び
投
資
に
関
す
る
決
定
の
中
央
集
権
化
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
的
生
産
は
事
前
に
、
細
部
に
い
た
る
ま
で
使
用
価
値
に
も
と
づ
い
て
物
量
単
位
で
計
画
化
さ
れ
る
。
生
産
物
は

商
品
に
転
化
せ
ず
、
貨
幣
は
そ
の
存
在
意
義
を
失
な
い
、
事
後
的
調
整
の
場
と
し
て
の
市
場
は
消
滅
す
る
。
社
会
主
義
段
階
で
の
「
労

働
に
応
じ
た
分
配
」
も
、
労
働
時
間
に
よ
っ
て
直
接
に
計
量
さ
れ
、
労
働
証
券
の
給
付
を
う
け
る
の
で
、
価
値
法
則
に
よ
っ
て
は
規
定

さ
れ
な
い
。
生
産
が
企
業
単
位
で
自
立
的
に
行
な
わ
れ
る
必
然
性
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
全
体
が
一
つ
の
工
場
と
し
て
統
一
的
に
生
産

活
動
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
社
会
主
義
経
済
の
組
織
が
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、

生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
へ
の
転
化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
さ
い
に
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
あ
く
ま
で
、

世
界
的
規
模
で
の
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
八
カ
月
後
の
一
九
一
八
年
夏
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
漸
進
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
工
業
国
有
化
の
テ
ン

ポ
を
は
や
め
て
、
小
企
業
に
い
た
る
全
面
的
国
有
化
を
実
行
し
、
す
べ
て
の
国
有
化
さ
れ
た
企
業
を
最
高
国
民
経
済
会
議
の
集
中
的
管

産
手
段
の
私
有
が
廃
止
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
か
ら
「
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
計
画
に
も
と
づ
く
社
会
的
生
産
が
可
能
」
と

な
り
、
「
社
会
的
生
産
の
無
政
府
状
態
が
消
滅
す
る
。
」
ニ
ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
プ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
、
ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主
義
経
済
に
つ
い
て
の
特
徴
づ
け
は
、
つ
ぎ
の
五
点
に
要
約

さ
れ
る
。



理
の
も
と
に
お
い
た
。
農
民
は
、
食
樋
割
当
徴
発
制
の
も
と
で
い
っ
さ
い
の
余
剰
食
樋
を
国
家
に
引
渡
す
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
全

般
的
労
働
義
務
制
も
実
施
さ
れ
た
。
貨
幣
は
し
だ
い
に
そ
の
役
割
を
せ
ば
め
、
現
物
経
済
化
が
進
行
し
た
。
こ
の
過
程
は
、
一
面
で
は
、

一
九
一
八
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
全
面
化
し
た
国
内
戦
と
軍
事
干
渉
に
対
処
す
る
た
め
の
非
常
措
置
で
あ
り
、
「
経
済
的
任
務
の
軍

（
３
）
 

事
的
解
決
」
で
あ
っ
た
が
、
他
面
で
は
、
前
記
の
よ
う
な
原
理
的
発
想
の
当
然
の
帰
結
と
も
ゑ
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ー
ー
ソ
は
、
戦
時
共
産
主
義
か
ら
新
経
済
政
策
（
ネ
ッ
プ
）
へ
の
移
行
後
の
一
九
二
一
年
一
○
月
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。
「
二
九
一
八
年
に
は
〕
わ
れ
わ
れ
に
ふ
り
か
か
っ
て
き
た
軍
事
的
任
務
と
、
帝
国
主
義
戦
争
が
お
わ
っ
た
時
に
ソ
ヴ
ニ
ト
共
和
国

の
状
態
が
絶
望
的
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
に
い
く
ぶ
ん
影
響
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
そ
の
他
い
く
つ
か
の
事
情
に
影
響
さ
れ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
、
共
産
主
義
的
な
生
産
と
分
配
に
直
接
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
た
。
農
民
は
割
当
徴
発
に
よ
っ
て

わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
量
の
穀
物
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
穀
物
を
工
場
に
配
分
し
よ
う
。
こ
う
し
て
、
わ
が
国
に

（
４
）
 

場
は
、
共
産
主
義
的
な
生
産
と
分
配
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
わ
れ
わ
れ
は
決
め
た
の
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、
工
業
の
大
部
分
を
国

市甦
有
化
し
て
集
中
管
理
し
、
こ
の
国
有
工
業
の
生
産
物
を
農
民
の
生
産
物
と
直
接
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
業
や
市
場
の
媒
介
を
必

割
要
と
し
な
い
生
産
Ⅱ
消
費
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
一
九
年
一
一
一

（
５
）
 

繩
月
に
採
択
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
綱
領
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
一

識
レ
ー
ニ
ン
は
、
戦
時
共
産
主
義
を
「
誤
り
」
と
よ
ん
だ
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
誤
り
だ
っ
た
の
か
。
戦
時
共
産
主
義
か
ら
新

華
経
済
政
策
へ
の
転
換
を
決
定
し
た
ロ
シ
ア
共
産
党
第
一
○
回
大
会
で
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
一
九
一
九
年
綱
領
に
ふ
れ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の

魁
こ
れ
ま
で
の
綱
領
は
理
論
的
に
は
正
し
か
っ
た
が
、
実
践
的
に
は
破
産
し
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
的
な
誤
り
が
お

現
か
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
当
面
の
諸
条
件
に
適
さ
な
い
た
め
に
一
時
的
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
基
本
的
方

５
 

８
 

向
を
提
示
し
た
綱
領
の
規
定
は
な
お
も
生
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
時
的
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
諸
条
件
、
な
か
ん
ず
く
過
渡
期
に



8６ 
お
け
る
混
合
経
済
（
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
制
）
が
解
消
し
、
単
一
の
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
確
立
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
高
度
に
中
央

集
権
化
さ
れ
た
生
産
と
分
配
の
現
物
的
計
画
化
が
実
現
可
能
で
あ
る
し
、
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

プ
ル
ス
は
、
前
述
の
一
九
一
九
年
綱
領
と
の
ち
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
二
九
二
八
年
）
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
共
通
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
に
お
い
て
は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
は
社
会
主
義
経
済
に
対
し
て
外
部
的
な
し
の
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ

れ
、
そ
の
作
用
範
囲
は
小
規
模
農
民
経
営
の
作
用
範
囲
と
ほ
ぼ
比
例
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
経
済
計
画
化
の
範
囲
と
有
効
性

は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
の
作
用
範
囲
と
逆
比
例
す
る
。
す
な
わ
ち
、
小
規
模
鍵
民
経
営
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
全
面
的
な
計
画
化
は
不
可

能
で
あ
っ
て
不
可
避
的
に
商
品
・
貨
幣
関
係
が
計
画
外
の
要
素
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
、
全
面
的
な
計
画

（
６
）
 

化
は
商
品
・
貨
幣
関
係
を
全
く
排
除
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
し
え
な
い
。

一
九
二
○
年
代
の
ソ
連
に
お
い
て
は
、
市
場
と
計
画
の
相
互
関
連
に
つ
い
て
の
論
争
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
容
に
つ

い
て
は
別
途
に
検
討
し
て
染
た
い
が
、
主
流
の
見
解
は
や
は
り
、
市
場
お
よ
び
商
品
・
貨
幣
関
係
の
存
在
（
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も

の
は
な
か
っ
た
）
を
当
面
の
過
渡
期
の
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
制
の
存
在
と
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
理

的
に
は
戦
時
共
産
主
義
は
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
面
の
過
渡
期
の
課
題
、
す
な
わ
ち
小
農
民
経
営
の
社
会
主
義
的
改
造
が
完

成
し
さ
え
す
れ
ば
、
ふ
た
た
び
、
に
く
む
べ
き
商
品
、
貨
幣
、
市
場
の
追
放
に
と
り
か
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
追
放

の
課
題
は
、
農
業
集
団
化
の
完
成
時
点
に
お
い
て
も
提
起
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
先
へ
と
ひ
き
の
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
拙
稿
「
マ
ル
ク
ス
、
ニ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主
溌
経
済
論
に
つ
い
て
」
、
『
経
済
志
林
』
第
一
一
一
八
巻
第
三
・
四
号
、
お
よ
び
「
レ
ー
ー
ー
ソ
に
お
け

る
社
会
主
蕊
経
済
論
」
、
『
経
済
志
林
』
第
四
○
巻
第
四
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
冒
乱
凶
旦
の
『
嵐
国
日
峻
》
Ｃ
習
一
蔦
已
§
へ
§
垣
冒
蔦
曾
§
』
§
§
恩
包
貝
：
戴
賞
ミ
ミ
旨
圏
息
・
壽
）
…
二
国
・
Ｓ
Ｂ
陣
ご
震
，

こ
こ
で
は
邦
訳
（
鶴
岡
重
成
訳
『
社
会
主
義
経
済
の
機
能
モ
デ
ル
』
合
同
出
版
、
一
九
七
一
年
、
三
五
ペ
ー
ジ
）
お
よ
び
英
語
版
（
三
・
国
『
扇
．

『
瀞
ご
鳶
異
（
：
尊
口
貝
菖
厚
§
§
』
・
Ｅ
ａ
・
ロ
．
】
§
も
』
⑭
－
こ
）
を
利
用
し
た
。



レ
ー
ニ
ン
の
死
後
、
一
九
二
○
年
代
後
半
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
間
で
一
国
社
会
主
義
論
争
を
含
む
党
内
闘
争
が
展

縄
関
さ
れ
、
こ
れ
に
勝
利
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
主
導
下
に
一
九
一
一
八
年
一
○
月
か
ら
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
が
開
始
さ
れ
た
。
第
二
次
五
力

甦
年
計
画
が
終
了
し
た
一
九
一
一
一
七
年
ま
で
に
腱
業
集
団
化
は
完
成
し
、
単
一
の
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
全
面
的
に
樹
立
さ
れ
た
と
い
わ

調
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
五
ヵ
年
計
画
の
さ
い
に
実
施
さ
れ
た
計
画
化
方
式
が
、
そ
の
後
一
九
六
○
年
代
前
半
ま
で
の
ソ
連
お
よ
び
東

討
欧
諸
国
の
（
中
国
の
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
計
画
化
方
式
を
大
き
く
規
定
し
た
。
こ
れ
を
、
一
九
三
○
年
代
（
計

鐸
画
経
済
）
モ
デ
ル
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
：

鐸
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
の
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
世
界
革
命
の
展
望
を
前
提
と
し
た
上
で
理
念
と
し
て
の
マ
ル
ク

魁
ス
型
経
済
組
織
を
さ
し
あ
た
り
一
国
内
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
度
に
集
中
化
さ
れ
た
現
物
的
計
画
化
を
意
図
し
た
も

現
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
は
、
理
念
と
し
て
は
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
を
継
承
し
つ
つ
も
、
具
体
的
な
目

７
 

８
標
と
し
て
は
一
国
社
会
主
義
的
な
経
済
自
立
化
を
め
ざ
し
、
現
物
的
計
画
化
に
大
き
く
傾
斜
し
な
が
ら
も
暗
黙
の
う
ち
に
商
ロ
叩
・
貨
幣

（３）戦時共産主義の理念と実際の状況については、Ｍ・ドップ『ソヴェート経済史』上（野を村一雄訳、新評論社昭和一一一一
年
、
日
本
評
論
社
一
九
七
四
年
）
第
五
章
、
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
第
二
巻
（
宇
高
基
輔
訳
、
み
す
ず
書
房
昭
和
四
一
一

年
）
第
四
篇
一
七
等
を
参
照
。

（
４
）
「
新
経
済
政
策
と
政
治
教
育
部
の
任
務
」
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
（
第
四
版
）
第
三
一
一
一
巻
、
邦
訳
大
月
露
店
版
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
前
掲
拙
稿
「
レ
ー
ニ
ン
に
錆
け
る
社
会
主
義
経
済
論
」
、
一
一
一
六
’
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
こ
の
一
九
一
九
年
綱
領
が
一
九
六
一
年
の
「
フ
ル
シ
チ

ョ
プ
新
綱
領
」
制
定
窪
で
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

（
６
）
国
『
伝
邦
訳
四
五
’
四
八
ペ
ー
ジ
参
照
。
『
鳶
ご
官
悪
旦
討
Ｑ
ｇ
Ｑ
具
房
（
同
８
嵩
ミ
ミ
も
．
⑬
中
－
日
．

２
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
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関
係
を
計
画
の
中
に
事
実
上
織
り
こ
ん
で
い
る
、
本
来
的
に
二
律
背
反
的
な
計
画
化
方
式
で
あ
っ
た
。

一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
、
生
産
の
最
大
限
の
集
積
を
意
図
し
て
企
業
段
階
を
論
理
的
に
無
視
し
た
戦
時
共

産
主
義
と
は
異
な
っ
て
、
む
し
ろ
個
交
の
企
業
が
個
別
的
生
産
単
位
と
し
て
重
視
さ
れ
、
企
業
単
位
で
の
経
済
計
算
制
（
ホ
ズ
ラ
ス
チ

ョ
ー
卜
）
も
不
十
分
な
が
ら
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
○
年
代
前
半
の
ネ
ヅ
プ
初
期
に
認
め
ら
れ
て
い
た
、
生
産
品
目
、

販
売
・
購
入
に
関
す
る
企
業
の
自
由
裁
鐘
権
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
拘
束
力
を
持
つ
年
度
計
画
命
令
に
よ
っ
て
各
企
業
に
品
目
別
生
産

高
が
指
定
さ
れ
た
。
資
材
の
調
達
は
、
企
業
間
で
の
直
接
契
約
か
ら
、
中
央
計
画
機
関
に
よ
る
割
当
て
配
分
（
い
わ
ゆ
る
資
材
・
機
械

補
給
制
度
）
に
移
行
し
た
。
か
く
し
て
、
モ
ー
リ
ス
・
ド
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
も
っ
と
も
中
央
集
権
的
な
時
期
に
は
、
企
業
に
あ
た
え
ら

れ
る
計
画
指
標
は
、
総
産
出
量
、
生
産
品
目
お
よ
び
品
質
に
関
す
る
明
細
規
定
、
原
価
お
よ
び
労
働
生
産
性
、
資
本
支
出
、
労
働
力
と

（
７
）
 

賃
金
、
資
材
・
部
ロ
叩
・
燃
料
・
設
備
な
ど
の
割
当
て
配
分
量
、
財
務
諸
規
定
な
ど
全
部
で
五
○
○
に
も
達
し
た
。
こ
の
当
時
（
戦
後
の

一
九
五
○
年
代
）
の
国
家
部
門
の
企
業
数
は
約
四
万
に
達
し
て
い
た
の
で
、
中
央
計
画
機
関
は
二
○
○
○
万
個
の
計
画
指
標
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
」
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
計
画
化
方
式
の
も
と
で
も
、
商
品
・
貨
幣
関
係
は
事
実
と
し
て
存
在
を
続
け
た
。
周
知
の
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
一

九
五
二
年
の
論
文
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
（
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ソ
論
文
）
に
お
い
て
、
ソ
連
に
お
け
る

商
品
生
産
の
存
在
を
、
「
二
つ
の
所
有
」
で
説
明
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
国
家
的
所
有
に
属
す
る
国
営
工
業
企
業
の
生
産
す

る
生
産
手
段
は
商
品
で
は
な
い
。
し
か
し
集
団
的
・
協
同
組
合
的
所
有
に
属
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
生
産
物
は
商
品
で
あ
る
（
な
ぜ
な
ら
、

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
そ
の
生
産
物
を
商
品
の
形
で
で
な
く
て
は
譲
渡
し
た
が
ら
な
い
」
か
ら
）
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
的
セ
ク
タ
ー
と
コ

ル
ホ
ー
ズ
的
セ
ク
タ
ー
と
の
経
済
関
係
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
と
い
え
ど
も
商
品
形
態
を
と
る
。
こ
の
二
つ
の
セ
ク
タ
ー
に
代
っ
て

す
べ
て
を
包
括
す
る
単
一
の
セ
ク
タ
ー
が
あ
ら
わ
れ
た
時
に
は
、
商
品
生
産
も
商
品
流
通
も
消
滅
す
る
は
ず
で
あ
る
。
｜
ろ
の
所
有
、



８９現代社会主義における計画と市場
二
つ
の
セ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
あ
い
だ
は
、
「
商
品
生
産
と
商
品
取
引
と
は
、
わ
が
国
〔
ソ
連
〕
で
は
現
在
、
た
と
え
ば
約
三
○
年
前

（
８
）
 

に
レ
ー
ニ
ン
が
商
品
取
引
の
全
面
的
展
開
の
必
要
を
宣
言
し
た
当
時
と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
は
、
国
営
企
業
の
生
産
す
る
消
費
財
（
生
産
手
段
と
は
異
な
っ
て
、
市
場
を
通
じ
て
所
有
者
が
移
転
す
る
）
の
商
品
的
性
格

が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
想
は
、
ネ
ッ
プ
期
に
お
い
て
小
規
模
農
民
経
営
の
存
在
か
ら
商
品
・
貨
幣
関
係
の
過
渡

的
存
在
を
説
明
し
た
論
理
の
延
長
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
に
含
ま
れ
る
と
規
定
さ
れ
る
コ
ル
ホ

ー
ズ
と
、
小
商
品
ウ
ク
ラ
ー
ド
と
し
て
の
小
規
模
農
民
経
営
と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
幾
業
集
団
化
と
は
い
っ

た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
理
で
は
、
国
家
的
セ
ク
タ
ー
で
は
商
品
生
産
は
存
在
し
な
い
、
と
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
○

年
代
モ
デ
ル
の
現
物
的
計
画
化
と
し
て
の
性
格
に
照
応
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
一
九
五
○
年
代
後
半
以
降

に
は
、
ソ
連
に
お
い
て
も
、
商
見
生
産
の
存
在
の
根
拠
を
国
家
的
セ
ク
タ
ー
そ
の
も
の
の
内
部
に
求
め
る
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。
ス
タ

ー
リ
ン
の
「
所
有
説
」
を
批
判
し
て
、
商
品
生
産
の
根
拠
を
社
会
的
労
働
の
未
成
熟
に
求
め
る
「
労
働
説
」
、
個
別
的
生
産
単
位
と
し

て
の
企
業
の
相
対
的
分
離
性
・
孤
立
性
に
求
め
る
「
分
離
説
」
な
ど
が
登
場
し
、
い
ま
や
国
営
企
業
の
生
産
物
も
商
品
で
あ
る
と
い
う

（
９
）
 

見
解
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
「
所
有
説
」
批
判
は
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
の
発
想
に
対
す
る
理
論
的
批
判
の
開
始
を
意
味
し
、

一
九
六
○
年
代
後
半
の
経
済
改
革
導
入
へ
の
道
を
す
で
に
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
の
実
践
的
諸
結
果
、
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一
に
ソ
連
に
お
け
る
「
社
会
主
義
的
工
業
化
」
に
つ
い
て
、
一
九
一
一
一

三
年
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
Ｎ
・
ジ
ャ
ス
ー
ー
ー
は
、
最
近
の
著
書
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
き
び
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
「
ネ
ッ
プ

に
続
く
時
期
は
、
農
民
経
営
の
急
速
で
全
面
的
な
強
制
的
集
団
化
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
農
業
生
産
高
の
低
下
を

も
た
ら
し
、
何
百
万
人
も
の
餓
死
を
ま
ね
い
た
。
こ
の
時
期
は
、
そ
の
上
に
、
生
産
物
の
質
、
労
働
生
産
性
、
生
産
コ
ス
ト
を
無
視
し



9０ 
て
エ
業
生
産
、
と
く
に
重
工
業
生
産
の
壁
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
工
業
製
品
の
産
出
量
で
さ
え
増
大
を

（
皿
）

停
止
す
る
ほ
ど
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
」
。

一
九
五
○
年
代
後
半
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ソ
連
型
工
業
化
の
是
正
に
あ
た
っ
た
オ
ス
カ
ー
・
ラ
ン
ゲ
は
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ

ル
の
歴
史
的
根
源
と
し
て
の
軍
事
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
軍
事
的
対
抗
の
必
要
が
「
工
業
化
の
方
法

を
指
示
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
強
制
的
集
団
化
の
助
け
を
か
り
て
農
業
制
度
を
改
造
す
る
方
法
に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し

た
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
〕
工
業
化
を
資
本
主
義
国
で
も
適
用
さ
れ
た
戦
争
経
済
の
方
法
に
よ
っ
て
や
り
と

げ
た
と
、
実
際
上
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
し
か
し
、
経
済
的
刺
激
を
行
政
的
決
定
や
道
徳
的
・
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
で
お
き
か
え
た

こ
の
よ
う
な
戦
争
経
済
の
方
法
は
、
あ
る
期
間
は
必
要
か
つ
有
用
で
あ
り
う
る
方
法
で
あ
る
が
、
国
民
経
済
管
理
の
恒
常
的
な
方
法
で

は
あ
り
え
な
い
の
は
、
明
白
な
こ
と
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
が
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
の
継
承
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
戦
時
共
産
主
義
の
ま
さ
に
「
戦
時
」
的
側
面
が
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
を
も
特
徴
づ
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ラ
ン
ゲ
は
、
こ
の
「
戦
争
経
済
の
方
法
」
を
、
ま
た
「
官
僚
主
義
的
・
集
権
的
方
法
」
と
も
よ
ん
で
い
る
。
「
官
僚
主
義
的
・
集
権

的
方
法
は
、
わ
が
国
〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
〕
で
は
、
戦
争
経
済
の
手
段
、
す
な
わ
ち
戦
時
下
の
あ
る
状
況
の
も
と
で
、
実
際
に
は
別
の
目
的

の
た
め
に
で
ば
あ
る
が
資
本
主
義
国
家
も
使
用
す
る
こ
と
の
あ
る
、
技
術
的
手
段
の
助
け
を
か
り
て
行
な
う
社
会
主
義
建
設
の
方
法
で

あ
っ
た
。
…
…
集
権
的
・
官
僚
主
義
的
機
構
は
、
ち
ょ
う
ど
治
安
機
構
が
国
家
機
関
の
な
か
で
自
立
的
な
政
治
勢
力
と
な
っ
た
よ
う
に
、

あ
る
意
味
で
自
立
的
な
政
治
的
・
経
済
的
勢
力
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
徐
盈
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
こ
の
集
権
的
・
行
政

（
、
）

的
機
構
の
独
裁
に
地
位
を
ゆ
ず
り
渡
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」

こ
う
し
た
「
官
僚
主
義
的
・
集
権
的
方
法
」
、
「
戦
争
経
済
の
方
法
」
と
し
て
の
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
の
性
格
を
、
ラ
ソ
ゲ
の
同
僚

で
あ
る
プ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
（
プ
ル
ス
に
よ
れ
ば
「
中
央
集
権
的
計
画
経
済
モ
デ
ル
」
）
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１
、
中
央
計
画
機
関
へ
の
経
済
決
定
の
最
大
限
の
集
中
（
企
業
レ
ベ
ル
の
具
体
的
生
産
目
標
を
も
設
定
）
。

２
、
計
画
機
構
の
垂
直
的
結
合
（
中
央
ｌ
↓
省
Ｉ
↓
管
理
局
ｌ
↓
ト
ラ
ス
ト
ま
た
は
企
業
連
合
ｌ
↓
企
業
と
い
う
系
列
。
企
業
間
の
水

平
的
結
合
Ｉ
供
給
者
・
需
要
着
と
し
て
の
Ｉ
は
副
次
的
）
．

３
、
計
画
の
命
令
的
性
格
（
下
級
レ
ベ
ル
に
お
け
る
選
択
は
不
可
能
で
、
義
務
的
勧
告
と
行
政
的
手
段
が
併
用
さ
れ
る
）
。

４
、
物
量
単
位
に
よ
る
計
画
編
成
（
生
産
能
力
に
関
す
る
完
全
な
情
報
収
集
を
予
定
し
て
、
使
用
価
値
に
よ
る
配
分
を
意
図
）
。

５
、
国
家
的
セ
ク
タ
ー
内
で
の
貨
幣
の
受
動
的
役
割
（
貨
幣
計
算
へ
の
不
信
）
。

一
九
三
○
年
代
以
降
、
ま
す
ま
す
多
く
の
経
済
決
定
が
中
央
に
集
中
し
、
市
場
形
態
か
ら
現
物
に
よ
る
資
源
配
分
に
移
行
し
て
ゆ
く

過
程
は
、
一
般
的
な
合
法
則
性
と
し
て
、
厳
密
に
社
会
主
義
的
な
計
画
化
の
成
熟
と
し
て
、
発
展
の
正
し
い
．
〈
タ
ー
ン
と
し
て
理
解
さ

れ
た
。
経
済
の
機
能
に
お
け
る
欠
陥
と
困
難
は
、
過
度
の
中
央
集
権
の
結
果
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
中
央
集
権
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
計
画
は
さ
ら
に
詳
細
な
も
の
と
な
り
、
生
産
手
段
の
直
接
配
分
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経

済
機
構
は
、
政
治
機
構
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
」
に
照
応
す
る
。

一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
が
第
二
次
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
も
適
用
さ
れ
た
結
果
、
プ
ル
ス
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
面

が
顕
在
化
し
た
。

１
、
生
産
の
非
弾
力
性
（
生
産
品
目
・
品
質
に
関
す
る
需
要
構
造
の
変
化
へ
の
不
適
応
）
。

２
、
過
大
な
生
産
コ
ス
ト
（
過
度
の
投
入
に
よ
る
計
画
目
標
の
達
成
）
。

３
、
企
業
お
よ
び
部
門
の
「
自
力
発
展
」
の
排
除
ま
た
は
強
力
な
抑
制
（
生
産
改
善
・
技
術
進
歩
へ
の
刺
激
の
弱
さ
）
。

４
、
経
済
的
刺
激
の
不
適
当
な
利
用
（
国
家
的
利
益
と
個
人
的
利
益
と
の
分
離
）
。

の
基
本
的
標
識
は
つ
ぎ
の
五
点
で
あ
る
。
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（
吃
）

５
、
国
家
機
構
お
よ
び
経
済
機
構
の
官
僚
主
義
化
。

も
ち
ろ
ん
、
一
九
一
一
一
○
年
代
モ
デ
ル
が
マ
イ
ナ
ス
面
し
か
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
記
の
ジ
ャ
ス
ー
ー
ー
の
評
価
は
、
一
九

一
一
○
年
代
に
経
済
機
関
に
勤
務
し
た
彼
自
身
お
よ
び
友
人
た
ち
の
運
命
の
激
動
か
ら
、
事
態
を
や
や
一
面
化
し
て
い
る
。
一
九
三
○
年

代
モ
デ
ル
は
、
ラ
ン
ゲ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
一
定
の
歴
史
的
状
況
の
所
産
で
あ
っ
て
、
後
進
的
な
経
済
水
準
に
あ
る
孤
立
し
た
一
国

が
、
限
ら
れ
た
資
源
を
高
度
に
集
中
し
て
短
期
間
に
エ
業
化
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
有
効
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
一
九
五
○
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
な
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
の
現
物
的
性
格
に
対
す

る
理
論
的
批
判
と
と
も
に
、
プ
ル
ス
の
指
摘
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
と
類
似
の
事
態
が
、
ソ
連
に
お
い
て
も
従
来
の
計
画
化
方
式
に

対
す
る
現
実
的
批
判
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
中
央
計
画
機
関
が
二
○
○
○
万
も
の
計
画
指
標
を
精
密
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
事
態
は
官
僚
機
構
を
と
め
ど
も
な
く
膨
脹
さ
せ
た
。
農
村
の
労
働
力
を
吸
い
上
げ
て
工
業
に
無
制
限
に
投
入
す
る
（
こ
の
限
り

で
は
労
働
生
産
性
の
向
上
は
関
心
の
外
に
お
か
れ
た
）
や
り
方
は
限
界
に
達
し
、
企
業
レ
ベ
ル
で
の
技
術
革
新
の
促
進
が
課
題
と
な
っ

た
。
極
度
に
重
工
業
を
優
先
し
た
工
業
化
の
目
的
が
一
応
達
成
さ
れ
た
結
果
、
計
画
の
大
目
的
は
第
二
部
門
の
発
展
、
撹
費
需
要
の
重

（
⑬
）
 

視
へ
と
徐
々
に
移
行
せ
ざ
る
を
し
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
一
九
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
に
か
け
て
の
ソ
連
お
よ
び
東
欧
諸
国
に
共
通
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
外
延
的
エ
業
化
（
資
源
の
投
入
量
増
加
に
よ
っ
て
産
出
量
の
拡
大
を
は
か
る
）
か
ら
内
包
的
工
業
化
（
投
資
効
率
改
善
、

労
働
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
価
値
を
増
大
さ
せ
る
）
へ
の
移
行
と
い
う
こ
と
が
、
主
要
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
、
従
来
の
計
画
方
式
、
従
来
の
経
済
政
策
の
単
な
る
手
直
し
に
よ
っ
て
解
決
す
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
一
一
一
○
年
代
モ
デ
ル
自
体
が
、
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
は
、
戦
時
共
産
主

義
モ
デ
ル
を
理
念
的
に
継
承
し
な
が
ら
、
現
実
に
存
在
す
る
商
品
・
貨
幣
関
係
を
事
実
上
承
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
的
矛
盾
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峰
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
ま
す
ま
す
拡
大
し
た
。
解
決
は
、
論
理
的
に
は
二
つ
の
方
向
で
可
能
で
あ
る
と
承
な
さ
れ
る
。
一
つ
の

方
向
は
、
当
初
の
理
念
に
た
ち
か
え
っ
て
、
生
産
と
分
配
を
完
全
に
計
画
に
包
含
し
て
中
央
集
権
的
な
現
物
的
計
画
化
の
貫
徹
を
め
ざ

す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
技
術
的
な
可
能
性
を
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
方
向
は
一
つ

の
解
決
で
あ
り
、
中
央
集
権
の
強
化
に
よ
る
官
僚
主
義
化
の
危
険
は
、
中
央
の
主
導
下
に
お
け
る
大
衆
の
参
加
、
下
か
ら
の
監
視
の
強

化
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
方
向
が
、
中
国
に
お
け
る
「
文
化
大
革
命
」
の
さ
い
に
、
と
く
に
そ
の
初
期
の
発
想

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
染
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
う
一
つ
の
方
向
は
、
社
会
主
義
の
現
段
階
に
お
け
る
商
品
・
貨
幣
関
係
の
位
置
を
理
論
的
に
も
承
認
し
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

広
汎
に
利
用
し
、
計
画
と
市
場
と
の
有
機
的
結
合
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は
、
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
か
ら
の
明
確
な
発

想
の
娠
換
を
意
味
す
る
。
東
欧
諸
国
に
お
け
る
「
分
権
モ
デ
ル
」
の
発
想
は
、
こ
の
意
味
で
理
論
的
に
も
新
し
い
実
験
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
理
論
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
現
実
の
経
済
改
革
が
い
ず
れ
か
の
モ
デ
ル
の
通
り
に
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
方
向
を
と
る
に
せ
よ
、
明
ら
か
な
こ
と
は
、
い
ま
や
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
が
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
７
）
Ｍ
・
ド
ッ
ブ
箸
、
佐
藤
経
明
訳
『
社
会
主
義
計
画
経
済
論
』
、
合
同
出
版
、
一
九
七
三
年
、
第
二
章
参
照
。

（
８
）
ス
タ
ー
リ
ン
『
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
、
青
木
文
庫
版
孚
高
基
輔
訳
一
九
五
三
年
）
一
一
一
○
’
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
六

九
ペ
ー
ジ
。
国
民
文
庫
版
二
三
－
二
四
ペ
ー
ジ
、
六
一
一
一
ぺ
ｌ
ジ
。

（
９
）
岡
田
裕
之
「
社
会
主
壌
商
品
論
」
、
『
経
営
志
林
』
第
二
巻
一
号
面
四
九
・
六
）
参
照
。
な
お
、
ソ
連
の
『
経
済
学
教
科
書
』
仁
赫
い
て

は
、
初
版
（
一
九
五
四
年
）
と
第
二
版
二
九
五
五
年
）
で
は
、
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
」
の
根
拠
を
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
と
同
様

に
「
二
つ
の
所
有
」
で
説
明
し
て
い
る
が
、
ブ
ル
シ
チ
雪
プ
時
代
の
第
四
版
（
一
九
六
二
壬
で
は
、
社
会
的
分
業
が
「
商
品
生
産
の
一
般
的

基
礎
」
で
あ
る
と
し
て
、
生
産
手
段
の
商
品
的
性
格
に
つ
い
て
の
ぺ
て
い
る
。

（
、
）
ｚ
・
冒
胄
…
…
…
§
…
ミ
骨
司
…
鴎
ｌ
』
畜
…
…
罰
…
爵
…
唇
…
『
鳥
⑬
。
…
ご
…
］
§
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３
，
分
梅
モ
デ
ル
の
発
想

一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
が
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
か
ら
ひ
き
つ
い
だ
の
は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
が
社
会
主
義
経
済
に
と
っ
て
は
外
的

要
因
で
あ
り
、
計
画
経
済
の
も
と
で
急
速
に
消
滅
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
論
的
信
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
商
品
・

貨
幣
関
係
は
現
代
社
会
主
義
経
済
と
長
期
に
わ
た
っ
て
共
存
し
て
お
り
、
近
い
将
来
に
そ
れ
が
消
滅
す
る
と
い
う
展
望
は
ほ
と
ん
ど
な

現
代
社
会
主
義
に
お
い
て
商
品
・
食
幣
関
係
が
存
在
し
て
い
る
理
論
的
根
拠
を
、
あ
る
も
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
よ
う
に
．
一
つ
の
所

有
」
に
も
と
め
、
あ
る
も
の
は
生
産
の
集
積
の
不
十
分
さ
に
よ
る
企
業
の
孤
立
性
に
も
と
め
、
あ
る
も
の
は
労
働
の
私
的
性
格
に
も
と

め
、
ま
た
あ
る
も
の
は
現
在
の
技
術
水
準
で
の
現
物
的
計
画
化
の
困
難
さ
に
も
と
め
て
い
る
。
こ
の
理
論
的
根
拠
の
問
題
に
深
入
り
す

る
こ
と
な
し
に
、
ま
た
個
別
的
生
産
単
位
と
し
て
の
企
業
の
存
在
を
前
提
と
し
て
（
な
ぜ
な
ら
、
商
品
・
貨
幣
関
係
の
存
在
も
基
本
的

経
済
単
位
と
し
て
の
企
業
の
位
置
も
事
実
と
し
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｗ
・
プ
ル
ス
は
、
一
九
六
一
年
の

（
Ｍ
）
 

著
霞
で
社
会
主
義
的
計
画
経
済
に
お
け
る
「
分
梅
モ
デ
ル
」
の
構
想
を
展
開
し
て
い
る
。

い
◎ 〆

ロ
・
亀
・
ジ
ャ
ス
ニ
ー
は
、
彼
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
長
期
に
わ
た
っ
て
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
組
織
に
正
式
に
所
属
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
思
考

方
法
に
お
い
て
は
つ
ね
に
一
人
の
メ
ン
シ
ニ
ヴ
ィ
キ
で
あ
っ
た
」
（
置
旦
も
・
い
）
。
引
用
文
の
「
ネ
ヅ
プ
に
続
く
時
期
」
と
は
、
エ
業
化
方
針
が

決
定
さ
れ
た
第
一
五
回
党
大
会
（
一
九
二
七
年
一
二
月
）
以
後
を
さ
し
て
い
る
（
旨
」
》
？
②
『
）
。

五
）
オ
ス
カ
ー
・
ラ
ン
ゲ
署
、
鶴
岡
重
成
訳
『
政
治
経
済
学
と
社
会
主
義
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
年
、
一
○
六
－
一
○
八
ペ
ー
ジ
。
引
用

し
た
部
分
は
ゴ
ム
ル
カ
復
活
直
後
の
一
九
五
七
年
一
一
月
の
発
言
で
あ
る
。

（
⑫
）
国
：
》
邦
訳
一
○
八
’
一
一
七
ペ
ー
ジ
、
一
一
一
一
七
’
一
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
、
一
四
一
一
一
－
一
四
四
ペ
ー
ジ
。
肖
曽
量
口
悪
負
曾
口
与
Ｑ
貝
斡
厚
？

§
員
電
・
己
．
＄
－
国
・
己
・
餌
干
－
撰
已
・
ｓ
ｌ
ｇ
・

（
過
）
ド
ッ
プ
『
社
会
主
蕊
計
画
経
済
論
』
、
第
三
章
参
照
。



９５現代社会主義における計画と市場
プ
ル
ス
は
、
社
会
主
義
体
制
に
お
け
る
す
ぺ
て
の
経
済
決
定
を
一
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
割
す
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
基
本
的
な

マ
ク
ロ
経
済
的
諸
問
題
（
成
長
の
テ
ン
ポ
と
主
要
な
方
向
、
国
民
所
得
分
配
の
原
則
な
ど
）
に
関
す
る
決
定
で
、
こ
れ
は
通
常
、
社
会

主
義
経
済
に
お
い
て
は
中
央
レ
ベ
ル
で
の
集
権
的
な
直
接
決
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
で
、
プ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
予
見

し
う
る
か
ぎ
り
で
は
、
社
会
主
義
経
済
が
、
生
産
力
の
発
展
水
準
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
の
形
態
で
の
市
場
的
諸
関
係
を
も
排
除
し
て

存
在
し
う
る
と
は
容
認
し
が
た
い
。
」
と
く
に
、
所
与
の
所
得
の
も
と
で
の
個
人
の
消
費
構
造
に
か
か
わ
る
決
定
、
ま
た
は
職
業
と
就

鬘
所
の
選
択
に
か
か
わ
る
決
定
ｌ
こ
れ
が
第
二
グ
ル
ー
プ
の
篝
決
定
で
あ
る
Ｉ
は
、
篝
例
外
的
な
時
期
を
の
ぞ
い
て
峰

中
央
の
直
接
決
定
で
は
な
く
分
権
化
さ
れ
ａ
の
、
の
。
：
一
一
い
の
」
）
、
市
場
を
媒
介
と
し
た
個
人
の
決
定
に
ま
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
決
定
の
第
一
一
一
グ
ル
ー
プ
（
実
際
の
位
置
と
し
て
は
第
一
グ
ル
ー
プ
と
第
一
一
グ
ル
ー
プ
と
の
中
間
段
階
に
あ
る
）
は
、
そ
れ
以
外

の
、
「
経
常
的
経
済
決
定
」
（
個
別
企
業
お
よ
び
部
門
に
お
け
る
生
産
、
支
出
の
規
模
と
構
成
、
販
路
と
補
給
源
、
投
資
の
選
択
、
報
酬

形
態
の
細
目
な
ど
に
関
す
る
決
定
）
で
あ
る
。
こ
の
第
一
一
一
グ
ル
ー
プ
の
経
済
決
定
が
中
央
集
権
化
さ
れ
て
い
る
か
分
権
化
（
Ⅱ
企
業
段

（
陽
）

階
で
の
決
定
）
さ
れ
て
い
る
か
が
、
中
央
集
権
モ
デ
ル
（
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
）
と
分
権
モ
デ
ル
と
の
分
岐
点
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
も
消
費
財
や
労
働
力
の
行
政
的
（
強
制
的
）
配
分
を
予
定
し
た
蝋
の
で
朧
な
く
ｌ
こ
の
点

に
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
と
戦
時
共
産
主
義
モ
デ
ル
と
の
主
要
な
差
異
が
あ
る
。
プ
ル
ス
に
よ
れ
ば
戦
時
共
産
主
義
は
「
例
外
的
な
時

期
」
に
す
ぎ
な
い
ｌ
こ
れ
に
薑
さ
れ
る
「
分
櫓
モ
デ
ル
」
も
、
社
会
裏
体
制
を
鑿
の
蔓
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
マ
ク
ロ
的

な
経
済
決
定
の
集
権
化
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

プ
ル
ス
の
「
分
権
モ
デ
ル
」
（
四
号
月
具
旦
常
」
日
・
」
の
一
・
・
：
日
・
」
の
一
具
働
崗
旨
目
巴
の
８
．
．
日
］
乱
昌
“
ず
巨
芹
‐
〕
ロ
『
目
鼻
の
７

日
ｇ
宮
口
一
ｍ
目
）
の
特
徴
は
、
「
経
済
決
定
の
多
重
レ
ベ
ル
」
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
レ
ベ
ル
で
の
決
定
と
企
業
レ
ベ
ル
で
の
決
定

と
の
併
立
で
あ
る
。
中
央
レ
ベ
ル
で
は
、
長
期
的
な
展
望
の
も
と
で
マ
ク
ロ
的
な
経
済
決
定
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
決
定
と
し



妬て例示されているのは、生産および国民所得の増大テソポ、蓄積と消費への国民所得の分割、固定投資と在庫投資
へ
の
蓄
積
部
分
の
分
割
、
産
業
部
門
別
、
地
域
別
の
主
要
な
投
資
先
の
決
定
、
共
同
消
費
と
個
人
消
費
へ
の
消
費
部
分
の
分
割
、
所
得

構
成
の
変
化
の
決
定
、
生
産
の
部
門
別
、
地
域
別
構
成
、
最
重
要
生
産
物
の
物
量
単
位
に
よ
る
産
出
高
の
決
定
、
雇
用
と
労
働
生
産
性
、

外
国
貿
易
の
規
模
と
構
成
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
の
経
済
決
定
（
前
述
の
第
二
グ
ル
ー
プ
を
の
ぞ
く
）
は
、
分
権
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
直
接
に
企
業
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
る
。

企
業
は
自
主
的
に
再
生
産
過
程
を
組
織
し
、
収
益
性
の
原
則
（
官
・
｛
ぼ
ず
一
一
一
ｑ
日
日
苞
の
）
に
依
拠
し
て
自
主
的
に
経
済
決
定
を
行

な
う
。
「
と
く
に
生
産
の
目
的
と
方
法
に
関
し
て
、
実
質
的
な
選
択
の
権
利
を
持
つ
企
業
の
運
営
に
と
っ
て
は
、
こ
の
原
則
は
唯
一
可

能
な
原
則
で
あ
る
。
」
こ
の
収
益
性
の
原
則
は
、
最
終
的
に
は
利
潤
の
極
大
化
（
Ｒ
・
〔
一
目
園
は
目
８
回
且
に
帰
着
す
る
。
「
社
会
主
義

企
業
の
活
動
目
的
と
し
て
の
利
潤
が
、
全
社
会
的
目
標
の
達
成
の
た
め
十
分
そ
の
役
割
を
果
す
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
に
議
論
の
余
地

が
あ
る
。
」
こ
れ
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
間
接
的
規
制
に
関
連
す
る
要
因
で
あ
る
。

分
梅
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
企
業
は
経
常
的
な
生
産
の
規
模
と
構
成
を
み
ず
か
ら
決
定
し
、
資
材
・
機
械
の
供
給
源
を
選
択
し
、
製
品

の
販
路
を
選
択
す
る
。
企
業
は
自
己
資
金
に
よ
る
投
資
の
規
模
と
投
資
先
を
染
ず
か
ら
決
定
し
、
報
賞
制
度
、
就
業
構
造
に
つ
い
て
も

自
主
的
に
決
定
す
る
。
し
か
し
一
方
、
分
権
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
中
央
計
画
の
優
位
は
保
障
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
は
中
央
レ
ベ

ル
で
の
直
接
の
経
済
決
定
（
前
述
の
第
一
グ
ル
ー
プ
）
の
存
在
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
利
潤
極
大
化
の
上
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
企
業
の

決
定
が
計
画
の
基
本
目
標
と
一
致
す
る
よ
う
な
、
経
済
的
諸
条
件
の
形
成
を
目
的
と
す
る
一
連
の
間
接
決
定
が
中
央
レ
ベ
ル
で
行
な
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
接
決
定
と
し
て
は
、
減
価
償
却
率
、
利
子
率
、
生
産
手
段
の
価
格
、
賃
金
体
系
、
税
制
、
関
税
、

為
替
政
策
の
決
定
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
価
格
形
成
制
度
が
重
視
さ
れ
、
企
業
に
と
っ
て
価
格
が
．
ハ
ラ
メ
ー
タ
的
性
格

（
応
）

を
持
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。



９７現代社会主毅における計画と市場
こ
の
よ
う
な
分
権
モ
デ
ル
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
プ
ル
ス
は
肯
定
的
な
論
拠
と
し
て
つ
ぎ
の
五
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

１
．
薑
に
対
す
る
供
給
の
弾
力
性
の
保
障
（
市
場
メ
カ
』
｜
ズ
ム
の
利
用
腱
よ
っ
て
、
薑
の
変
化
に
対
す
る
供
給
側
の
対
応
が
ｌ

一
定
の
わ
く
内
で
－
１
供
給
者
と
需
要
者
と
の
直
接
関
係
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
中
央
レ
ベ
ル
で
の
裁
断
を
待
つ
必
要
が
な
く
な
る
）
。

２
、
生
産
要
素
の
合
理
的
利
用
（
収
益
性
原
則
の
も
と
で
、
企
業
は
生
産
の
効
率
化
、
資
源
の
節
約
な
ど
を
通
じ
て
、
予
定
さ
れ
た
成

果
の
た
め
の
支
出
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
努
力
す
る
）
。

３
、
均
衡
成
長
の
保
障
（
こ
こ
で
は
、
企
業
の
「
自
力
発
展
」
の
促
進
、
企
業
間
競
争
の
存
在
が
全
体
と
し
て
の
拡
大
再
生
産
の
均
衡

を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
）
。

４
、
中
央
レ
ベ
ル
で
の
計
画
活
動
の
改
善
（
企
業
レ
ベ
ル
で
の
自
主
的
決
定
が
容
認
さ
れ
る
結
果
と
し
て
、
中
央
計
画
機
関
は
膨
大
な

日
常
的
決
定
の
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
、
基
本
的
、
長
期
的
な
課
題
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
計
画
化
の
効
率
が
全

体
と
し
て
い
ち
じ
る
し
く
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
）
。

５
、
大
衆
の
創
意
の
発
展
の
可
能
性
（
経
済
決
定
に
お
け
る
企
業
レ
ベ
ル
へ
の
分
権
が
、
企
業
管
理
へ
の
労
働
者
の
参
加
を
実
体
的
な

（
Ⅳ
）
 

も
の
と
し
、
労
働
者
自
治
を
促
進
す
る
）
。

分
権
モ
デ
ル
の
有
効
性
に
対
す
る
疑
問
の
第
一
は
、
マ
ク
ロ
的
な
中
央
計
画
が
予
定
し
た
一
般
均
衡
が
、
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
作
用

に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
プ
ル
ス
は
、
中
央
レ
ベ
ル
か
ら
の
間
接
的
規
制
が
有
効
に
作
用

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
も
考
慮
し
て
、
間
接
的
経
済
的
規
制
と
直
接
的
行
政
的
規
制
と
の
組

合
せ
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
の
疑
問
は
、
果
し
て
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
を
利
用
し
た
生
産
の
規
制
が
有
効
に
作
用
す
る
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
分
権
モ
デ
ル
を
批
判
す
る
論
拠
の
一
つ
は
、
中
央
集
権
方
式
の
も
と
で
は
生
産
を
事
前
に
、
直
接
に
規

制
で
き
る
の
に
対
し
て
、
分
権
モ
デ
ル
で
は
事
後
的
、
間
接
的
に
し
か
規
制
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る



9８ 
プ
ル
ス
の
反
批
判
は
、
一
方
で
は
、
マ
ク
ロ
的
な
中
央
レ
ベ
ル
で
の
事
前
の
直
接
決
定
の
わ
く
が
存
在
し
そ
の
わ
く
内
で
市
場
〆
カ
ニ

ズ
ム
が
機
能
す
る
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
他
方
で
は
、
細
部
に
わ
た
る
事
前
の
決
定
は
多
く
の
誤
り
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

い
ず
れ
に
せ
よ
事
後
的
調
整
は
必
要
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
分
権
モ
デ
ル
の
方
が
は
る
か
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
発

へ
咄
）

揮
で
き
る
は
ず
だ
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ル
ス
の
議
論
は
、
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
は
か
な
り
楽
観
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
従
来
の
指
令
的
６
行

政
的
方
法
の
併
用
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
比
重
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
プ
ル
ス
自
身
は
、
こ
う
し
た

分
権
モ
デ
ル
が
唯
一
の
正
し
い
解
決
の
方
向
で
あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
プ
ル
ス
は
、
中
央
集
権
方
式
も
分
権
モ
デ
ル
も
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

い
ず
れ
も
可
能
な
解
決
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
・
…
・
・
理
論
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
形
態
の
い
ず
れ
を
も
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
、

、
、
、
．
、

社
会
主
義
的
計
画
経
済
と
基
本
的
に
一
致
す
る
と
か
一
致
し
な
い
と
か
断
定
す
る
》
」
と
は
で
き
な
い
。
行
政
的
指
令
を
計
画
化
の
同
義

語
と
し
て
崇
拝
し
た
り
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
客
観
的
経
済
法
則
、
と
く
に
価
値
法
則
の
要
請
と
の
調
和
の
同
義
語
と
し
て
理
想
化
し

た
り
す
る
理
論
的
基
礎
は
な
い
。
直
接
命
令
を
通
じ
て
客
観
的
経
済
法
則
の
要
請
が
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
り
、
市
場
〆

、
、
、
、
、
、
、
、
、

カ
ー
ー
ズ
ム
を
通
じ
て
計
画
目
標
へ
の
到
達
が
可
能
で
あ
る
》
」
と
を
否
定
し
た
り
す
る
理
論
的
理
由
は
な
い
。
と
く
に
、
規
制
さ
れ
た
市

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
論
は
、
教
義
上
の
理
由
か
ら
強
く
攻
撃
さ
れ
た
が
、
そ
れ
自
身
で
は
、
社
会
主
義
に
無
縁
の
も
の
、
社
会
主
義
経

、
、
、
１
１
，
１
１
，
１
，
，
℃
も
、
１
１
１
Ｖ
、
、
、
、
、
、
、
（
⑬
）

済
の
領
域
と
は
基
本
的
に
一
致
し
な
い
も
の
は
何
も
含
ん
で
い
な
い
。
」
（
強
調
は
原
文
に
よ
る
）

プ
ル
ス
の
強
調
が
分
権
モ
デ
ル
の
市
民
権
獲
得
に
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
こ
の
議
論
の
か
ぎ
り
で
は
、
中
央
集
権
方
式
に
よ
っ

て
も
合
理
的
な
経
済
運
営
は
可
能
な
の
で
あ
り
、
分
権
モ
デ
ル
を
選
択
す
る
か
ど
う
か
は
具
体
的
な
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
プ
ル
ス
の
い
わ
ば
不
透
明
な
立
場
は
、
本
節
の
は
じ
め
に
の
べ
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
商
品

・
貨
幣
関
係
の
存
在
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
プ
ル
ス
が
深
入
り
せ
ず
、
現
段
階
に
お
け
る
所
与
の
条
件
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
っ
て



場
さ
れ
て
複
数
の
経
済
的
利
｛

市唾
分
権
モ
デ
ル
に
対
す
る
阯

嶽
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
経
》

鮒
質
性
が
含
む
利
害
対
立
里

隷
て
は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
」

篝
唯
一
可
能
な
選
択
で
あ
る
。

社
・

代
シ
ー
ク
の
論
理
は
、
社
へ

現
１
．
１
．
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

9９ 

シ
ー
ク
の
論
理
は
、
社
会
主
義
の
現
段
階
（
こ
の
段
階
規
定
は
も
っ
ぱ
ら
生
産
力
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
）
に
お
い
て
は
労
働
は
な

お
単
調
で
あ
り
、
固
定
的
な
分
業
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
労
働
が
そ
れ
自
身
の
た
め
の
創
造
的
な
仕
事
と
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
人
々
は
労
働
そ
の
も
の
を
喜
び
と
し
て
働
く
の
で
は
な
く
、
他
人
が
生
産
し
た
使
用
価
値
を

チ
ニ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
に
お
け
る
一
九
六
八
年
の
改
革
の
象
徴
的
存
在
の
一
人
で
あ
る
オ
タ
・
シ
ー
ク
は
、
一
九
六
七
年
の
論
文
で

プ
ル
ス
の
問
題
提
起
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
プ
ル
ス
の
こ
の
不
透
明
さ
を
鋭
く
批
判
し
た
。
「
…
…
こ
の
著
作
の
巨
大
な
価
値
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
商
品
・
貨
幣
関
係
と
市
場
の
存
在
の
客
観
的
必
要
性
に
つ
い
て

、
、
、
い
い
、

の
説
明
も
、
ま
た
』
」
れ
ら
の
諸
関
係
が
従
来
の
行
政
的
計
画
化
の
方
式
に
よ
っ
て
制
限
ま
た
は
抑
圧
さ
れ
た
場
合
に
は
経
済
的
対
立
の

、
、
、
、
、
Ｔ
ｂ
１
℃
、
、

解
決
が
不
可
能
で
あ
る
》
」
と
に
つ
い
て
の
説
明
も
見
出
し
え
な
い
。
市
場
的
諸
関
係
の
説
明
は
、
生
産
諸
力
の
発
展
の
所
与
の
段
階
に

お
け
る
社
会
主
義
的
労
働
の
内
的
諸
矛
盾
に
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
市
場
は
、
社
会
主
義
的
計
画
化
の
わ
く
内
で
こ
れ
ら

の
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
の
に
必
要
な
経
済
形
態
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
分
権
的
管
理
雪
フ
ル
は
な
お
、
単
に
可

、
、
、
、

能
な
諸
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
糸
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
他
方
で
管
理
に
お
け
る
集
権
と
分
権
と
の
区
別
は
、
知
識
量
の
問
題
と
承
な

（
、
）

さ
れ
て
複
数
の
経
済
的
利
害
が
内
包
す
る
諸
矛
盾
と
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
強
調
は
原
文
に
よ
る
）

分
権
モ
デ
ル
に
対
す
る
オ
タ
・
シ
ー
ク
の
積
極
的
な
評
価
は
、
す
で
に
こ
の
引
用
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
・
オ
タ
・
シ
ー
ク

に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
経
済
の
生
産
力
発
展
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、
労
働
は
な
お
「
入
念
の
第
一
の
欲
求
」
た
り
え
ず
、
労
働
の
異

質
性
が
含
む
利
害
対
立
の
調
整
は
市
場
を
通
じ
て
、
商
品
・
貨
幣
関
係
を
通
じ
て
し
か
実
現
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
シ
ー
ク
に
お
い

て
は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
は
社
会
主
義
経
済
の
現
段
階
に
お
い
て
客
観
的
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
分
権
モ
デ
ル
が

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
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取
得
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
働
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
☆
は
、
生
産
者
と
し
て
は
労
働
の
報
酬
が
そ
う
し
た
欲
求
に
適
応
し
た

体
系
と
な
る
こ
と
を
要
求
し
（
こ
の
適
応
が
企
業
レ
ベ
ル
で
の
敏
感
な
対
応
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
結
局
、
企
業
活
動
の

自
由
の
拡
大
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
）
、
消
費
者
と
し
て
は
商
品
に
対
す
る
自
由
な
選
択
が
可
能
と
な
る
場
、
す
な
わ
ち
市
場
関
係

を
要
求
す
る
。
か
く
し
て
、
シ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
企
業
の
相
対
的
な
自
立
性
と
商
口
中
貨
幣
関
係
は
、
第
一
に
消
費
者
選
択
に
よ
る

企
業
活
動
の
評
価
を
可
能
に
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
第
二
に
等
価
交
換
を
保
障
す
る
と
い
う
点
で
、
第
一
一
一
に
コ
ス
ト
削
減
の
努
力
を
通

じ
て
賃
金
フ
ォ
ソ
ド
の
上
昇
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
現
段
階
の
社
会
主
義
経
済
に
必
然
的
な
も
の
と
な
る
。

シ
ー
ク
は
つ
ぎ
に
、
従
来
の
計
画
化
理
論
の
基
礎
に
あ
っ
た
「
所
有
」
の
神
話
を
批
判
す
る
。
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
が
存
在
す

れ
ば
た
だ
ち
に
労
働
が
社
会
的
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
計
画
的
生
産
が
全
面
的
に
可
能
と
な
り
、
少
な
く
と
も
国
家
的
所
有
内
部
に
お

い
て
は
商
品
生
産
が
消
滅
す
る
、
と
い
う
見
解
に
反
対
し
て
、
シ
ー
ク
は
、
こ
の
見
解
は
、
第
一
に
、
認
識
過
程
を
極
度
に
単
純
化
し

て
、
細
部
に
わ
た
る
計
画
化
が
実
際
に
可
能
で
あ
る
と
す
る
錯
覚
に
お
ち
い
っ
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。
第
一
一
に
、
社
会
主
義
経
済
に

お
け
る
複
数
の
利
害
が
お
よ
ぼ
す
作
用
が
軽
視
さ
れ
、
「
企
業
集
団
の
客
観
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
特
殊
な
物
質
的
利
害
の
存
在
と
、

中
央
と
企
業
と
の
あ
い
だ
、
お
よ
び
異
な
っ
た
企
業
の
あ
い
だ
で
の
非
敵
対
的
対
立
の
不
可
避
的
な
発
生
」
が
無
視
さ
れ
て
、
社
会
主

譲
の
企
業
は
つ
ね
に
社
会
的
利
益
と
一
致
し
た
行
動
を
と
る
も
の
と
予
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
シ
ー
ク
は
従
来
の
行
政
的
・
指
令
的
計
画
管
理
制
度
に
か
わ
る
「
社
会
主
義
的
市
場
」
を
提
唱
す
る
。
こ
の
場
合
に
も
、

プ
ル
ス
と
同
様
に
、
大
わ
く
と
し
て
の
計
画
的
規
制
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
な
生
産
構
造
は
全
般
的
な
計
画
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
、
技
術
政
策
、
投
資
政
策
、
お
よ
び
要
員
の
養
成
は
計
画
的
統
制
の
も
と
に
あ
り
、
国
民
所
得
の
全
体
的
な
分
配
は
計

画
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
基
軸
と
な
る
価
格
の
動
き
や
全
般
的
な
価
格
水
準
も
計
画
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

ま
た
シ
ー
ク
は
、
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
た
う
え
で
「
形
式
的
な
計
算
機
能
を
で
は
な
く
、
其
の
経
済
的
機
能
を
果
た
す
」
、
「
真
の
市
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場
》
其
の
商
ロ
平
貨
幣
関
係
」
を
要
求
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
計
画
と
市
場
の
有
機
的
連
関
が
可
能
に
な
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
オ
タ
・
シ
ー
ク
は
、
こ
う
し
た
理
論
的
基
礎
か
ら
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
当
面
す
る
経
済
改
革
（
一
九
六
五
年
に
開

始
）
の
諸
原
則
を
説
明
す
る
。
そ
れ
は
以
下
の
四
点
に
要
約
さ
れ
る
。

１
、
計
画
化
の
作
業
は
根
本
的
に
変
更
さ
れ
、
中
央
の
経
済
計
画
は
、
需
要
動
向
の
リ
ア
ル
な
分
析
、
技
術
的
・
経
済
的
分
析
、
最

適
解
決
の
計
算
な
ど
に
も
と
づ
い
た
マ
ク
ロ
経
済
的
成
長
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
。

２
、
企
業
は
生
産
条
件
と
市
場
条
件
に
適
応
し
て
最
適
計
画
を
作
成
す
る
自
由
を
持
ち
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択
に
関
し
て
も

大
き
な
発
言
権
を
持
つ
。
す
べ
て
の
投
資
は
企
業
の
自
己
資
金
ま
た
は
企
業
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に

４
、
価
格
は
社
会
的
必
要
生
産
コ
ス
ト
に
規
定
さ
れ
る
が
、
均
衡
価
格
の
形
成
は
市
場
で
の
生
産
者
と
消
費
者
と
の
関
係
に
依
存
す

る
。
い
ず
れ
か
の
一
方
的
な
利
益
を
規
制
す
る
た
め
に
、
市
場
独
占
の
排
除
、
競
争
の
奨
励
、
投
機
活
動
の
規
制
な
ど
の
措
置
が

（
皿
）

必
要
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
市
場
圧
力
が
企
業
活
動
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ー
ク
の
構
想
に
お
い
て
は
、
自
由
競
争
を
前
提
と
し
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
に
対
す
る
高
い
評
価
が
中
心
を

占
め
て
い
る
。
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
プ
ラ
ス
の
側
面
は
十
分
に
利
用
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
は
政
策
手
段
で
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
だ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
プ
ル
ス
が
「
火
と
水
を
和
解
さ
せ
る
問
題
」
と
指
摘
し
た
価
格
の

二
重
の
機
能
（
需
給
関
係
を
反
映
し
た
自
由
な
変
動
と
、
政
策
手
段
と
し
て
の
。
〈
ラ
メ
ｌ
夕
機
能
）
の
統
一
に
関
し
て
あ
ま
り
に
も
楽

３
、
中
央
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
す
マ
ク
ロ
経
済
計
画
の
実
現
の
た
め
に
、
財
政
・
金
融
上
の
テ
コ
を
利
用
す
る
。
そ

れ
は
、
企
業
利
益
の
一
部
の
再
配
分
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
条
件
、
利
子
率
、
価
格
、
税
制
、
関
税
、
輸
出
プ
レ
ミ
ア
ム
、
補
助
金
な
ど

な
る
。
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観
的
で
あ
る
（
実
際
に
チ
ェ
コ
改
革
で
は
イ
ン
フ
レ
的
物
価
上
昇
が
生
じ
た
）
。

ま
た
、
プ
ル
ス
の
場
合
と
比
較
し
て
、
シ
ー
ク
に
お
い
て
は
労
働
者
自
治
の
問
題
、
政
治
的
民
主
化
の
問
題
が
改
革
プ
ラ
ン
の
必
要

な
構
成
部
分
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
合
理
性
の
追
求
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ニ
コ
の
経
済
改
革
の
実
際
の
進
行

の
過
程
で
は
、
む
し
ろ
経
済
改
革
の
前
提
条
件
と
し
て
の
政
治
的
・
社
会
的
改
革
が
中
心
問
題
と
な
り
、
結
局
は
一
九
六
八
年
八
月
の

ソ
連
の
介
入
に
よ
っ
て
経
済
改
革
も
流
産
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
シ
ー
ク
の
問
題
提
起
が
あ
や
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
シ
ー
ク
は
そ
れ
な
り
に
、

現
代
社
会
主
義
の
状
況
を
リ
ア
ル
に
把
握
し
て
改
革
の
櫛
想
を
提
起
し
た
の
で
あ
り
、
実
態
を
お
お
い
か
く
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
こ

と
に
よ
っ
て
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
、
現
代
社
会
主
義
は
試
行
錯
誤
の
努
力
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ

ろへ
ｏ２２ 

ｈ－〆

口
）
「
分
権
モ
デ
ル
」
は
実
践
的
に
は
す
で
に
コ
ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
追
放
後
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
イ
ァ
の
経
済
管
理
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
九
五
○
年
代
に
経
済
的
孤
立
の
中
で
の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
ユ
ー
ゴ
独
自
の
計
画
理
念
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
重
要
な

問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
「
１
１
。
．
型
」
に
つ
い
て
は
、
岩
田
昌
征
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
に
お
け
る
計
画
思

想
の
歴
史
的
変
遷
」
、
佐
藤
経
肌
編
『
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
経
済
改
革
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
三
年
、
所
収
を
参
照
。
な
お
、
Ｍ
・

ケ
イ
ザ
ー
箸
、
岩
田
昌
征
・
長
尾
史
郎
訳
『
現
代
ソ
ビ
エ
ト
経
済
学
』
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
、
の
末
尾
付
録
に
ソ
連
型
経
済
改
革
と
ユ
ー

ゴ
型
経
済
改
革
と
の
商
に
し
て
要
を
得
た
比
較
表
が
あ
る
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
『
ポ
リ
テ
ィ
ヵ
』
紙
に
よ
る
）
。

（
巧
）
西
日
鴎
》
邦
訳
一
○
五
ペ
ー
ジ
。
弓
意
豈
合
、
貿
計
・
陣
鼠
具
禽
厚
§
ミ
ミ
・
己
・
臣
・

（
通
）
因
『
こ
い
．
邦
訳
二
二
四
’
二
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
参
照
（
一
一
一
一
一
○
ペ
ー
ジ
で
は
分
権
化
モ
デ
ル
が
集
権
化
モ
デ
ル
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
）
。
弓
青
学
旨
『
‐

鷺
討
・
讐
同
ミ
ミ
厚
冒
冒
這
・
ロ
・
］
患
ｌ
］
急
・
価
格
制
度
は
、
一
方
で
は
需
給
関
係
の
変
動
に
応
じ
て
十
分
に
伸
縮
可
能
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
で
は
、
中
央
レ
ベ
ル
か
ら
の
間
接
的
規
制
の
手
段
と
し
て
、
、
ハ
ラ
メ
ー
タ
機
能
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ル
ス

は
こ
れ
を
、
「
水
と
火
を
和
解
さ
せ
る
問
題
」
と
よ
ん
で
い
る
。
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不
幸
に
も
、
モ
デ
ル
に
関
す
る
理
論
的
な
論
争
は
社
会
主
義
諸
国
内
部
で
は
不
十
分
に
し
か
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
は
、
一

（
麺
）

九
六
二
年
の
リ
ー
ペ
ル
マ
ソ
論
文
以
来
、
中
央
集
権
的
計
画
制
度
の
部
分
的
緩
和
と
い
う
形
で
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
評
価
が
な
し
く

ず
し
に
上
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
理
論
的
に
体
系
化
す
る
作
業
は
、
一
九
六
八
年
の
ソ
連
の
チ
ェ
コ
介
入
以
来
、

明
ら
か
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
経
済
改
革
そ
の
も
の
は
、
一
九
六
五
年
九
月
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
を
き
っ
か

（
Ⅳ
）
、
２
ｍ
・
邦
訳
二
一
一
一
一
（

（
咽
）
ロ
『
巨
⑫
壱
邦
訳
二
五
一

（
四
）
国
『
Ｅ
ｍ
・
邦
訳
一
一
二
一

（
、
）
○
芭
の
一
戸
・
・
・
の
○
○
ヨ
ー
ー

ロ
ヨ
ぐ
ロ
“
】
ご
祠
『
の
脇
》
巳

（
、
）
ご
匙
・
壱
・
】
患
Ｉ
】
弓
・

（
理
）
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
学

ニ
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
経
済
改
革
の
評
価

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
一
九
六
八
年
の
諸
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
と
し
て
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を

社
会
主
義
の
危
機
と
即
断
し
て
武
力
干
渉
を
行
な
っ
た
ソ
連
の
態
度
こ
そ
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
チ
ェ
コ
事
件
直
後
に
『
経

済
評
論
』
一
九
六
八
年
一
○
月
号
の
経
済
時
評
（
無
署
名
）
で
、
「
チ
ニ
コ
問
題
と
社
会
主
義
の
発
展
方
向
」
と
題
し
て
こ
の
よ
う
な
立
場
を

表
明
し
た
。
ま
た
同
年
一
○
月
に
、
日
本
の
経
済
学
者
八
○
人
が
ソ
連
の
経
済
学
者
た
ち
に
送
っ
た
軍
蛎
介
入
批
判
の
手
紙
に
も
参
加
し
た
。

こ
の
手
紙
と
そ
れ
に
対
す
る
ソ
述
側
の
返
信
と
が
、
日
本
側
の
発
信
名
義
人
で
あ
っ
た
高
橋
正
雄
氏
の
著
作
『
わ
た
し
の
造
反
』
（
競
売
新
聞

社
、
一
九
七
○
年
）
の
二
一
三
’
二
四
○
ペ
ー
ジ
に
全
文
引
用
さ
れ
て
い
る
。

１
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
の
特
徴
と
そ
の
形
成
過
程

邦
訳
二
一
一
一
六
’
二
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
豊
〕
量
ご
貫
冒
員
の
ミ
ミ
ミ
同
Ｒ
§
言
］
・
巳
・
岸
ミ
ー
』
劃
・

邦
訳
一
一
五
一
一
’
二
六
○
ペ
ー
ジ
参
照
。
弓
育
ミ
ミ
貫
言
？
切
目
ミ
ミ
厚
ミ
ミ
ミ
》
己
．
］
ヨ
ー
】
｛
）
ｍ
・

邦
訳
一
一
二
一
一
’
二
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
『
意
三
ご
貿
言
ロ
、
。
（
ミ
ミ
」
厚
ｓ
§
ど
も
局
『
ｌ
』
路
．
（
引
用
文
は
英
文
に
よ
る
）
。

六
・
・
・
の
○
○
一
色
一
一
⑫
｛
ご
【
胃
六
日
”
の
一
具
一
○
扇
色
弓
」
勺
一
勢
ご
【
】
一
『
】
、
・
・
マ
ヨ
功
・
ミ
ミ
苛
言
・
ｏ
ｎ
鷺
冒
（
冴
蔓
③
君
国
向
８
詮
○
言
一
○
。
ご
ミ
ニ
・
（
）
色
ヨ
ヶ
『
一
旦
、
の

『
宅
『
の
脇
ご
』
の
①
『
］
つ
・
』
←
Ｐ
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け
と
す
る
コ
ス
ィ
ギ
ン
改
革
」
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
ソ
連
お
よ
び
東
欧
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
に
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
表
向
き
の

理
由
は
い
ず
れ
も
経
済
成
長
率
の
鈍
化
傾
向
に
対
す
る
政
策
的
対
応
で
あ
り
、
従
来
の
計
画
制
度
に
対
す
る
全
面
的
な
再
検
討
の
た
め

に
は
、
政
治
的
障
害
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
。

ソ
連
ｄ
東
欧
の
経
済
改
革
の
方
向
は
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
と
分
権
モ
デ
ル
と
の
中
間
で
の
試
行
錯
誤
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、
ソ
連
・
東
独
型
と
チ
ェ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
は
大
部
分
の
東

欧
諸
国
が
属
し
、
基
本
的
に
中
央
集
権
的
計
画
化
方
式
を
維
持
し
な
が
ら
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
部
導
入
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
完
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
チ
ェ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
は
、
国
家
的
計
画
（
主
と
し
て
長
期
の
マ
ク
ロ
指
標
に
関
す

る
も
の
）
の
わ
く
内
で
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
の
利
点
を
股
大
限
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
差
を
生
糸
出
し
た
経
済

的
背
景
と
し
て
は
、
後
者
の
諸
国
で
は
以
前
か
ら
比
較
的
に
工
業
化
が
進
ん
で
お
り
、
古
典
的
な
意
味
で
の
「
社
会
主
義
的
工
業
化
」

の
課
題
が
ほ
ぼ
解
決
し
て
、
い
わ
ゆ
る
外
延
的
発
展
か
ら
内
包
的
発
展
へ
の
転
換
が
当
面
の
課
題
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し

か
も
外
国
市
場
、
と
く
に
西
側
市
場
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
中
央
集
権
的
計
画
化

方
式
か
ら
の
よ
り
大
き
な
幅
で
の
離
脱
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
同
種
の
経
済
的
背
景
が
同
一
の
タ
イ
プ
の
経
済
改
革
を
生
糸
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
、
東

ド
イ
ツ
と
チ
ニ
コ
の
タ
イ
プ
の
差
が
あ
る
）
。
こ
こ
で
は
、
経
済
改
革
に
お
け
る
理
念
上
の
差
異
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
ソ

連
。
東
独
型
経
済
改
革
の
場
合
に
は
、
従
来
の
計
画
化
方
式
の
理
念
的
前
提
を
維
持
し
つ
つ
、
も
っ
ぱ
ら
生
産
力
的
視
点
か
ら
、
従
来

の
経
済
制
度
そ
の
も
の
の
経
済
的
効
率
を
高
め
る
た
め
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
部
分
的
利
用
の
実
験
を
行
な
い
、
そ
の
実
験
の
進
行
の

過
程
で
従
来
の
理
念
と
の
不
斉
合
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
チ
ニ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
の
場
合
に
は
、
当
初
か
ら
で
あ
れ
中
途
か
ら
で
あ
れ
、
従
来
の
計
画
化
方
式
の
基
本
理



念
の
再
検
討
が
提
起
さ
れ
、
経
済
改
革
が
経
済
的
・
社
会
的
改
革
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
東
欧
に
お
け
る
一
九

五
六
年
の
ポ
ズ
ナ
ン
事
件
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
以
後
の
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
再
評
価
の
過
程
と
接
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
ソ
連
・
東
独
型
に
お
け
る
生
産
手
段
の
国
家
的
所
有
の
存
在
へ
の
過
度
の
信
頼
は
薄
れ
、
決
定
過
程
の
民
主
化
、
経
済
的
合

理
性
の
追
求
が
社
会
主
義
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
チ
ニ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
に
お
い
て
も
、
決
定
過
程
へ
の
直
接
的
生
産
者
の
参
加
は
不
十
分
に
し
か

保
障
さ
れ
ず
、
民
主
化
は
企
業
管
理
者
層
レ
ベ
ル
に
し
か
及
ん
で
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
政
治
的
障
害
の
存
在
を
別
に
し
て

も
、
経
済
的
合
理
性
な
い
し
は
効
率
と
い
う
基
準
と
、
民
主
化
な
い
し
は
労
働
者
自
治
と
い
う
基
準
と
が
簡
単
に
は
一
致
し
な
い
、
と

い
う
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
チ
ニ
コ
・
〈
ソ
ガ
リ
ー
型
の
経
済
改
革
に
お
い
て
は
、
主
要
な
経
済

単
位
は
企
業
で
あ
り
、
企
業
自
治
と
い
う
一
点
に
お
い
て
効
率
と
民
主
化
と
が
あ
る
均
衡
を
保
持
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

繩
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
・
東
独
型
の
場
合
に
は
、
企
業
よ
り
も
む
し
ろ
ト
ラ
ス
ト
型
の
企
業
合
同
が
重
視
さ
れ
、
生
産
の
集
積
に
ょ

配
る
生
産
単
位
の
巨
大
化
に
よ
っ
て
、
企
業
レ
ベ
ル
と
中
央
レ
ベ
ル
と
の
間
に
現
存
す
る
諸
矛
盾
を
中
央
レ
ベ
ル
へ
の
吸
収
の
方
向
で
解

識
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
生
じ
る
。
ま
た
ソ
連
・
東
独
型
で
は
科
学
技
術
の
発
展
に
対
す
る
楽
観
が
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進

けお
歩
に
よ
る
巨
大
規
模
で
の
経
済
計
算
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
企
業
自
治
の
問
題
を
当
面
の
技
術
発
展
の
お
く
れ
に
よ
る
一
時
的
識
歩

に華
の
問
題
と
理
解
し
が
ち
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
社
会
主
義
経
済
の
現
段
階
に
お
け
る
「
企
業
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
経
済
改
革

準
の
一
一
つ
の
タ
イ
プ
の
あ
い
だ
に
は
発
想
の
大
き
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

鍬
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
発
想
の
相
違
が
そ
の
ま
ま
現
実
の
政
策
の
相
違
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ニ
コ
。
〈

５
ソ
ガ
リ
ー
型
の
発
想
は
、
前
述
の
プ
ル
ス
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
む
し
ろ
最
初
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ポ
ズ
ナ
ン
事
件
当
時
に
め
ば
え
た
も

０
 

１
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
現
実
の
政
策
と
な
っ
て
発
現
せ
二
，
（
プ
ル
ス
は
現
在
、
事
実
上
の
亡
命
状
態
に
あ
る
）
、
一
九
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六
五
年
以
後
の
チ
ェ
コ
で
か
な
り
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
形
で
表
面
化
し
た
。
チ
ェ
コ
の
改
革
は
一
九
六
八
年
の
ソ
連
の
武
力
介
入
で
後
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
同
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
は
当
初
か
ら
ソ
連
を
刺
激
し
な
い
よ
う
左
形
で
の
実
施
が
意
図

さ
れ
た
た
め
、
最
初
の
発
想
か
ら
は
か
な
り
距
離
の
あ
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
ソ
連
・
東
独

サブシステム Ａ 

蓄積指向

集樋的・行政的

物質的刺激

エリート・グループ

Ｉ成長モデル

ｕ管理形態

Ⅲ刺激方法

1Ｖ決定主体

需要指向

分権的・パラメータ的

非物質的動磯

勤労者，市民

（
態
か
ら
は
か
な
り
距
離
の
あ
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
ソ
連
・
東
独

型
経
済
改
革
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
（
い
ま
や
チ
ニ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
の
改
革
と
し
て
は
唯
一
の
も

の
）
と
の
相
違
は
検
出
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
一
九
六
八
年
当
時
に
オ
タ
・
シ
ー
ク
と
と
も
に
チ
ニ
コ
の
経
済
改
革
を
推
進
し
、
現
在
は
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
大
学
に
在
職
し
て
い
る
イ
ジ
ー
・
コ
ス
タ
は
、
一
九
七
二
年
に
西
ド
イ
ツ
の
経
済
誌
上
で
、
経
済

改
革
の
．
〈
タ
ー
ン
を
分
類
し
た
。
彼
は
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
社
会
主
義
経
済
を
、
四
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

で
分
析
す
る
。
第
一
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
「
成
長
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
工
業
化
の
進
展
の
度
合
に

依
存
し
て
変
化
す
る
。
第
一
一
は
「
管
理
形
態
」
で
あ
っ
て
計
画
・
管
理
の
集
中
化
の
程
度
が
問
題
に
な
る
。

第
三
は
「
動
機
づ
け
」
あ
る
い
は
「
刺
激
方
法
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
労
働
の
性
格
、
お
よ
び
消
費
財
の
充

足
の
度
合
が
影
響
す
る
。
第
四
は
「
決
定
主
体
」
で
あ
っ
て
、
決
定
過
程
の
民
主
化
の
度
合
を
示
す
。
各
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
Ａ
、
Ｂ
二
極
の
指
標
が
設
定
さ
れ
る
（
コ
ス
タ
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
Ａ
か
ら
Ｂ
へ

の
変
化
を
進
歩
と
し
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
）
Ｐ

コ
ス
タ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
一
○
年
代
以
降
の
ソ
連
、
お
よ
び
第
二
次
大
戦
後
の
東
欧
諸
国
で
一
九
六
○
年

代
前
半
ま
で
実
施
さ
れ
た
伝
統
的
な
中
央
集
権
的
・
行
政
的
計
画
化
方
式
は
、
－
Ａ
・
Ｉ
Ａ
。
Ⅲ
Ａ
・
Ｎ
Ａ

と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
Ⅲ
Ａ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
物
質
的
刺
激
」
そ
の
も
の
は
（
戦
時
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サブシステムⅡ Ｂ Ａ 

① マクロ経済的決定
の基礎

決定の集権度

計画目標の設定
形態

投資の集権度

貨幣量

分権的

ぺラメ－夕的
レギュレーター

分樅的投資
（自己資金，信用）

現物赴

集撒的

義務的指

集櫛的役
（国家財政）

②
③
④
 

標
資

共
産
主
義
と
は
異
な
っ
て
）
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
全
体

の
中
で
は
Ⅲ
Ａ
か
Ⅲ
Ｂ
か
と
い
う
選
択
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
物
質
的
刺
激
が
他
の
サ
ブ
シ
ス
テ

ム
と
の
関
係
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

コ
ス
タ
の
判
断
で
は
、
ソ
連
の
経
済
改
革
は
こ
の
性
格
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
○
年
代
以
降
の
ユ
ー
ゴ
経
済
は
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
・
Ｉ
Ｂ
。
Ⅲ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
場
経
済
指
向
（
Ｉ
Ｂ
）
お
よ
び
労
働
者
自
治
重
視
（
Ⅳ

Ｂ
）
の
点
で
ソ
連
型
と
区
別
さ
れ
る
。
一
九
六
五
－
六
八
年
の
チ
ニ
コ
改
革
も
こ
の
ユ
ー
ゴ
型
に
類

似
し
て
い
た
。

一
九
六
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
は
、
１
Ａ
・
Ｉ
Ｂ
。
Ⅲ
Ａ
・
Ⅳ
Ａ
で
あ

っ
た
。
ソ
連
型
と
の
相
違
は
、
Ⅱ
Ｂ
、
す
な
わ
ち
管
理
形
態
に
お
け
る
分
権
的
。
．
〈
ラ
メ
ｌ
夕
的
方

式
の
採
用
に
あ
る
が
、
ユ
ー
ゴ
型
と
の
相
違
（
し
た
が
っ
て
ま
た
ソ
連
型
と
の
同
一
性
）
は
Ⅳ
Ｂ
で

は
な
く
Ⅳ
Ａ
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
労
働
者
自
治
の
欠
除
に
あ
る
。
コ
ス
タ
に
よ
れ
ば
、
「
ユ
ー

ゴ
の
自
主
管
理
、
お
よ
び
短
命
に
終
っ
た
プ
ラ
ハ
の
春
に
お
け
る
民
主
化
の
萌
芽
を
の
ぞ
い
て
は
、

す
べ
て
の
コ
メ
コ
ン
諸
国
で
エ
リ
ー
ト
的
決
定
階
層
が
定
着
し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
Ⅱ
Ｂ
、
す
な
わ
ち
計

画
管
理
制
度
に
お
け
る
分
権
化
が
存
在
す
る
。
コ
ス
タ
は
、
「
分
権
化
は
民
主
化
と
同
義
語
で
は
な

い
が
、
決
定
の
民
主
化
は
組
織
上
の
分
権
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
Ｉ
Ｂ
を
Ⅳ
Ｂ
の
前
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ソ
連
型
に
属
す
る
諸
国
の
中
で
は
、
チ
ェ
コ
以
上
（
ソ
連
・
東
欧
諸
国
中
で
は
最
高
）
の
工
業
化
水
準
に
あ
る
東
ド
イ
ツ
が
独
特
の

地
位
に
あ
る
。
コ
ス
タ
の
分
類
で
は
、
東
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
ｌ
、
Ⅲ
と
も
に
流
動
的
で
定
義
し
が
た
い
が
Ⅱ
は
Ａ
に
近
く
、
Ⅲ
と
Ⅳ

は
明
ら
か
に
Ａ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
独
自
の
経
済
改
革
を
進
め
て
い
る
東
ド
イ
ツ
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
と
の
相
違
を
説
明
す

る
た
め
に
は
、
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
（
管
理
形
態
）
を
さ
ら
に
分
割
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
（
前
ペ
ー
ジ
の
表
）
。

従
来
の
中
央
集
権
的
計
画
管
理
制
度
に
お
い
て
は
、
計
画
の
中
心
課
題
は
物
財
バ
ラ
ン
ス
に
規
定
さ
れ
る
現
物
量
の
確
保
で
あ
っ
た
。

東
ド
イ
ツ
で
は
、
従
来
の
総
生
産
指
標
に
代
っ
て
利
潤
指
標
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
利
潤
額
（
お
よ
び
率
）
の
大
き
さ
が
計
画
に

よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
①
Ａ
に
近
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
①
Ｂ
で
あ
る
。
②
に
関

し
て
は
、
東
ド
イ
ツ
で
は
従
来
の
集
樋
は
や
や
緩
和
さ
れ
た
が
、
分
権
は
人
氏
企
業
合
同
（
ｖ
ｖ
Ｂ
）
段
階
ま
で
で
あ
っ
て
、
企
業
の

自
立
性
よ
り
も
ト
ラ
ス
ト
の
自
立
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
企
業
の
計
画
が
か
な
り
の
自
立
性
を

持
っ
て
い
る
。
③
の
計
画
目
標
に
関
し
て
は
、
東
ド
イ
ツ
で
は
指
標
の
数
は
削
減
さ
れ
た
が
い
ぜ
ん
と
し
て
義
務
的
計
画
指
標
が
存
在

し
、
一
方
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
貨
幣
的
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
企
業
活
動
の
誘
導
・
調
整
が
主
要
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
④
に

関
し
て
は
、
東
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
も
に
企
業
の
自
己
資
金
に
よ
る
投
資
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
こ
の
④
に
お
い
て
東
ド

イ
ツ
は
ソ
連
型
か
ら
分
離
し
て
い
る
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
東
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
①
ｌ
③
が
Ａ
、
④
の
承
が
Ｂ
で
、
中
央
集
権
的
計
画
化
方
式
を
基
本
と
し
た
部
分
的

分
権
化
と
い
い
う
る
の
に
対
し
て
、
〈
ソ
ガ
リ
ー
の
場
合
に
は
①
ｌ
④
の
す
べ
て
が
Ｂ
で
あ
り
、
分
権
モ
デ
ル
に
か
な
り
接
近
し
て
い

（
鋼
）

る
の
で
あ
る
。

提
条
件
と
糸
な
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ヨ
ン
ガ
リ
ー
型
」
の
経
済
改
革
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
の
う
ち
に
生
恐
出
さ
れ
て
き
た
か
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
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エ業における生産・雇用・生産性の増加率（1950～65年平均，％）
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（
露
）

っ
て
象
よ
う
。

一
九
六
○
年
代
後
半
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
経
済
改
革
の
実
施
を
要
請
し
た
経
済
的

要
因
は
、
や
は
り
外
延
的
工
業
化
に
よ
る
経
済
発
展
が
行
き
づ
ま
り
、
チ
ェ
コ
ほ

ど
で
は
な
い
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
経
済
成
長
の
鈍
化
傾
向
が
示
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
背
景
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
に
お
け
る
低
生
産
性
で
あ
っ

た
（
上
表
参
照
）
。
一
九
五
○
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
、
ソ
連
・
東

欧
諸
国
の
う
ち
工
業
生
産
の
年
平
均
増
加
率
で
一
○
％
を
割
っ
た
の
は
チ
ェ
ロ
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
二
国
の
染
で
あ
る
。
し
か
も
、
チ
ニ
コ
の
場
合
に
は
雇
用
の
増
加

テ
ン
ポ
の
低
さ
を
生
産
性
上
昇
が
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
低
成
長
の
原

因
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
場
合
に
は
、
雇
用
増
加
テ
ン
ポ
は
比

較
的
高
か
っ
た
が
、
生
産
性
上
昇
テ
ン
ポ
は
こ
れ
ら
諸
国
中
の
最
低
で
あ
り
、
こ

れ
が
低
成
長
の
主
因
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
生
産
の
増
加
テ
ン
ポ
は
、

一
九
五
○
年
代
後
半
の
年
平
均
一
三
・
八
％
か
ら
、
一
九
六
○
年
代
前
半
の
年
平

均
七
・
三
％
に
鈍
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
経
済
改
革
の
発
想
、
い
い
か
え
れ
ば
従
来
の
計
画
化
方

式
と
経
済
政
策
に
対
す
る
全
面
的
な
再
検
討
は
、
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事

件
直
後
に
提
起
さ
れ
た
カ
ー
ダ
ー
ル
新
政
権
の
経
済
政
策
に
、
す
で
に
そ
の
端
初
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（
蝿
）

と
の
べ
て
い
る
。

が
染
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
工
業
で
は
計
画
目
標
の
義
務
的
指
標
の
数
が
削
減
さ
れ
、
企
業
の
自
主
性
が
や
や
拡
大
さ
れ
た
。
賃
金

支
払
い
に
対
す
る
国
家
の
規
制
は
緩
和
さ
れ
て
よ
り
弾
力
的
な
も
の
と
な
り
、
報
賞
金
制
度
や
企
業
利
潤
分
配
な
ど
も
導
入
さ
れ
た
。

農
業
で
は
義
務
供
出
制
度
が
全
廃
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
協
同
組
合
の
所
得
分
配
方
式
の
改
善
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
経
済
改
革
が
本
格
的
に
提
起
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
、
一
九
六
一
一
年
の
ソ
連
で
の
リ
ー
ペ
ル
マ
ン

論
文
発
表
以
後
で
あ
り
、
直
接
の
国
内
的
な
要
因
と
し
て
は
、
一
九
六
○
年
代
前
半
の
第
二
次
五
カ
年
計
画
が
目
標
以
下
の
労
働
生
産

性
上
昇
テ
ン
ポ
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
西
側
の
あ
る
研
究
者
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
中
央
集
権
的
計
画
化
方
式
へ
の
批
判
が
最
初

の
ラ
ー
コ
シ
批
判
当
時
（
一
九
五
三
年
一
月
）
に
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
経
済
改
革
の
着
手
の
公
式
決
定
が
一
九
六
四
年
一

二
月
、
改
革
の
実
施
が
一
九
六
八
年
の
一
月
と
一
五
年
が
か
り
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
内
の

「
モ
ス
ク
ワ
派
」
の
長
期
の
抵
抗
が
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
論
文
以
後
の
ソ
連
で
の
「
コ
ス
イ
ギ
ン
改
革
」
に
よ
っ
て
軟
化
し
た
た
め
で
あ
る
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
た
。

「
…
…
わ
れ
わ
れ
の
経
済
的
諸
条
件
お
よ
び
環
境
（
市
場
と
貨
幣
制
度
）
と
、
現
行
の
計
画
・
管
理
方
式
と
の
あ
い
だ
に
矛
盾
が

展
開
し
た
。
こ
の
矛
盾
は
、
累
積
す
る
滞
貨
、
非
能
率
た
投
資
、
種
念
の
商
品
の
不
足
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
頻
発
す
る
欠
陥
や
、

こ
れ
に
劣
ら
ず
重
要
な
、
過
去
数
年
間
の
緩
慢
に
低
下
す
る
成
長
率
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
五
六
年
以
後
、
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
ら
の
く
り
か
え
し
発
生
す
る
欠
陥
を
克
服
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
部
分
的
な
変
更
方
導
入
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
に
と
ら
れ
た
措
置
で
は
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
二
年
に
わ
た
る
集
団
的
穴
分
析
と
検
討
の

、
、
、
、
、
、

結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
、
根
本
的
な
変
更
（
自
国
ｇ
】
（
巴
・
ず
目
、
⑥
）
が
、
計
画
化
と
管
理
の
全
面
的
改
革
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
結
論

一
九
六
八
年
改
革
に
先
立
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
学
者
ラ
ー
ス
ロ
ー
・
チ
ャ
ポ
ー
は
、
当
面
す
る
経
済
改
革
の
基
本
的
挫
格
を
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「
計
画
化
と
管
理
の
こ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
生
産
者
は
、
中
央
か
ら
あ
た
え
ら
れ
る
目
標
に
し
た
が
っ
て
で
は
な
く
、

市
場
に
あ
ら
わ
れ
る
需
要
に
適
合
し
て
そ
の
生
産
物
を
ひ
き
わ
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
…
市
場
そ
れ
自
体
は
、
一
方
で
は
中

、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｂ
、
乃

央
計
画
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
長
期
の
構
造
的
変
化
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
前
述
の
価
格
、
利
子
率
、
税
、
賃
金
な
ど
の
よ
う
な
経

、
、
、
Ｔ
も
、
、

済
的
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
制
限
さ
れ
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
．
…
：
新
制
度
に
お
い
て
は
、
市
場
は
計
画
化
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
＄
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

代
位
す
る
べ
き
で
は
な
い
し
代
位
す
る
こ
と
も
な
い
（
そ
し
て
実
際
に
代
位
で
き
な
い
）
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
市
場
の
諸
力
の
作
用

、
、
、
１
℃
、
、
、
、
、
、
、
勺

は
、
長
期
計
画
と
中
央
で
管
理
さ
れ
る
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
限
界
内
で
、
中
央
計
画
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も

し
必
要
な
ら
ば
そ
れ
を
修
正
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」

「
ほ
と
ん
ど
二
○
年
に
お
よ
ぶ
わ
れ
わ
れ
の
計
画
化
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
長
期
の
経
済
的
・
社
会
的
変
化
は

中
央
計
画
化
な
し
に
は
達
成
で
き
な
い
、
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る
。
国
民
経
済
の
全
般
的
均
衡
は
、
市
場
の
作
用
に
頼
る
だ
け

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
６
℃
、
、
１
℃

で
は
保
障
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
央
計
画
化
は
、
よ
く
組
織
さ
れ
た
市
場
が
提
供
し
う
る
自
動
的
修
正
の
可
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
幻
）

性
な
し
に
は
、
有
効
な
も
の
と
は
な
り
塵
え
な
い
。
」
（
強
調
は
原
文
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
な
「
誘
導
市
場
モ
デ
ル
」
の
具
体
的
な
到
達
目
標
と
し
て
、
ベ
ー
ラ
・
チ
コ
シ
ー
ナ
ジ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
国
資
材
・
価
格

わ
れ
わ
れ
は
、
い

意
図
し
て
い
る
。
」

、
」
も
、
●
、
●
Ｕ
●
、
．
、
１
℃
、
●
一
、
、
●
、
、
、
、
じ
じ
も
も
、
、
、
、
●
、
、
Ｌ
●
．
１
、
、
も
も
い
、
、
、
、
、
ｂ
、
ｂ

に
達
し
た
。
改
革
の
基
礎
的
理
念
は
、
わ
れ
わ
れ
が
『
指
令
的
モ
デ
ル
」
を
全
体
と
し
て
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
）
）

、
、
、
、
●

と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
に
対
し
て
細
部
に
わ
た
る
義
務
的
［
日
標
を
設
定
す
る
か
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
商

品
的
・
市
場
的
経
済
環
境
に
一
致
す
る
よ
う
な
経
済
的
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
価
格
、
税
、
関
税
、
外
国
為
替
レ
ー
ト
、
利
子
、
貨
幣

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
市
場
、
供
給
と
需
要
、
な
ど
）
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
経
済
発
展
を
指
導
し
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
『
誘
導
市
場
』
モ
デ
ル
（
“
８
１
（
い
、
】
一
一
の
」
㎡
色
｛
」
の
１
日
胃
穴
の
べ
》
日
○
（
一
の
一
）
を
導
入
し
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
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庁
長
官
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
学
会
会
長
）
は
つ
ぎ
の
六
点
を
あ
げ
て
い
る
。

１
、
生
産
の
中
央
計
画
化
は
廃
止
さ
れ
、
生
産
の
。
〈
タ
ー
ン
は
企
業
間
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

２
、
資
材
・
機
械
の
中
央
割
当
て
供
給
方
式
は
廃
止
さ
れ
、
生
産
手
段
の
市
場
が
設
定
さ
れ
る
。

３
、
投
資
の
中
央
集
権
的
配
分
は
、
企
業
の
自
己
金
融
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。

４
、
義
務
的
計
画
指
標
は
廃
止
さ
れ
、
企
業
は
利
潤
の
極
大
化
を
め
ざ
し
て
行
動
す
る
。

５
、
中
央
に
よ
る
賃
金
決
定
は
、
賃
金
と
企
業
利
潤
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。

（
記
）

６
、
行
政
的
価
格
制
度
は
、
市
場
価
格
制
度
に
お
き
か
塵
え
ら
れ
る
。

こ
の
構
想
は
、
基
本
的
に
前
記
の
オ
タ
・
シ
ー
ク
の
「
社
会
主
義
的
市
場
」
と
同
一
で
あ
る
が
、
チ
ェ
コ
改
革
、
過
程
で
具
体
的
に

提
起
さ
れ
た
民
主
化
の
課
題
、
す
な
わ
ち
経
済
改
革
の
社
会
的
・
経
済
的
改
革
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
欠
い
て
い
る
。
一
九
六
八
年
に

実
際
に
開
始
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
は
、
チ
ェ
ロ
事
件
の
衝
撃
の
も
と
で
ま
す
ま
す
「
経
済
的
合
理
性
」
の
追
求
に
一
面
化
し

て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

函
）
イ
ニ
・
ゲ
・
リ
ー
ペ
ル
マ
ソ
「
計
画
・
利
潤
・
報
賞
金
」
、
野
々
村
・
官
鍋
・
志
水
綱
訳
『
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
と
利
潤
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九

六
六
年
、
五
四
’
六
一
一
一
ぺ
ｌ
ジ
所
収
。
「
利
潤
導
入
」
で
有
名
な
こ
の
論
文
は
、
一
九
六
一
一
年
九
月
九
日
の
プ
ラ
ウ
ダ
に
編
集
部
か
ら
の
推
薦
文

つ
き
で
掲
戦
さ
れ
た
。
ソ
連
共
産
党
中
央
幹
部
か
ら
の
積
極
的
な
あ
と
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
議
論
で
は
、
プ

ラ
グ
マ
チ
ヅ
ク
な
政
策
当
局
と
原
則
論
を
と
な
え
る
経
済
学
者
た
ち
と
が
対
立
し
て
い
た
。

（
型
）
］
】
１
房
溺
冒
・
倉
河
骨
日
目
ａ
の
こ
の
自
目
図
愚
ご
肩
、
『
亘
呑
吻
員
員
ｚ
『
・
←
・
】
＆
⑭
》
叩
・
層
‐
患
．
な
お
コ
ス
タ
は
別
の
論
文
で
は
、
こ
の
分
権
的

投
資
を
重
視
し
て
、
東
ド
イ
ツ
を
ソ
連
型
と
は
異
な
っ
た
「
過
渡
的
タ
イ
プ
」
に
分
類
し
て
い
る
。
］
・
男
屈
巨
．
．
．
ミ
ー
『
§
ず
。
｛
厨
『
③
「
・
§
の
。
：
皀

言『［周冨｛厨⑯ロ庁乏一・六一目、のロ冒宛巴弓】翫己の『目こい『厨［廓一ｍで匡噸目のロロ顔ごロ恩『ロ巨二』皇のα崩丙鬮冒昏岑３種ｓ回国「冨軋・
胃
賞
笥
。
且
層
量
ご
目
・
冨
冒
・
ず
の
ロ
ー
三
目
・
切
目
園
（
Ｓ
『
唾
）
．
ｍ
・
胃
②
．

（
躯
）
よ
り
く
わ
し
く
は
、
『
東
欧
の
経
済
と
社
会
』
Ⅱ
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
一
年
、
所
収
の
拙
稿
（
ハ
ソ
ガ
リ
ー
部
分
）
の
二
六
二
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一
九
六
八
年
一
月
一
日
か
ら
棗
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
繊
、
「
新
経
葡
慶
」
（
Ｚ
：
同
§
・
目
・
蔦
…
“
目
ｌ

（
四
）

略
称
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

国
家
計
画
は
主
要
な
発
展
方
向
、
国
民
所
得
の
投
資
比
率
、
構
造
変
化
な
ど
を
規
定
し
、
個
奇
の
企
業
へ
の
義
務
的
計
画
指
標
は
存

在
し
な
い
。
生
産
手
段
も
商
品
流
通
の
ル
ー
ト
に
乗
せ
ら
れ
る
た
め
、
国
家
機
関
は
資
材
配
分
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、

従
来
の
単
年
度
計
画
重
視
に
代
っ
て
長
期
計
画
に
重
点
が
移
行
す
る
。
国
家
の
直
接
投
資
は
、
個
奇
の
企
業
の
手
に
負
え
な
い
大
規
模

な
し
の
、
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
に
集
中
さ
れ
、
企
業
の
投
資
は
国
家
の
信
用
政
策
を
通
じ
て
間
接
的
に
規
制
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
新
規
企
業
の
設
立
は
国
家
機
関
の
権
限
に
属
す
る
。

国
営
企
業
の
支
配
人
は
個
人
の
責
任
に
お
い
て
経
営
者
と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
、
技
術
発
展
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
、
契
約
の
締

結
、
自
己
資
金
に
よ
る
投
資
、
他
の
企
業
と
の
合
同
な
ど
の
決
定
を
下
し
う
る
。
企
業
は
自
己
の
生
産
物
の
実
現
方
法
を
自
由
に
決
定

で
き
、
購
入
に
さ
い
し
て
も
国
内
市
場
に
よ
る
か
直
接
契
約
に
よ
る
か
外
国
市
場
に
よ
る
か
な
ど
を
自
由
に
決
定
で
き
る
。
国
家
機
関

ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
妬
）
宣
旨
、
宛
の
旦
曾
章
圏
楊
口
同
旨
一
二
島
・
国
・
帛
昏
・
出
目
、
国
１
：
同
・
・
富
・
目
・
用
の
「
・
『
己
。
（
】
□
の
畏
冒
青
青
》
一
息
＆
ご
「
専
藤
同
貢
（
『
。
：
胃
§
§

国
凹
ロ
」
←
（
』
⑨
『
⑬
）
・
己
．
⑫
『
鉾
で
。
②
『
①
．

（
”
）
尿
⑫
：
ｎ
ｍ
息
・
言
農
（
Ｕ
の
ロ
ー
Ｈ
色
一
句
一
目
員
。
、
ご
国
の
畠
」
の
昌
冨
胃
戸
の
一
巨
○
庁
］
愚
・
昏
蒼
○
句
８
毬
ロ
ミ
ミ
時
》
ご
ｇ
》
已
・
圏
⑭
－
圏
①
・
こ
の
論
文
の
邦
訳

は
、
佐
藤
経
明
訳
「
社
会
主
義
経
済
の
誘
導
モ
デ
ル
」
、
『
社
会
主
義
の
新
展
開
』
、
平
凡
社
、
昭
和
四
三
年
、
三
八
六
－
四
○
五
ペ
ー
ジ
。

（
鍋
）
国
か
］
Ｐ
Ｃ
“
】
丙
○
い
‐
ｚ
包
圏
鳶
勺
己
§
ぬ
ご
四
目
彊
司
望
智
・
日
邑
Ｃ
８
ｐ
鼠
§
貝
帛
〕
負
鷺
蕩
》
ｚ
Ｃ
・
』
Ｐ
』
①
鼠
已
・
』
⑬
ｌ
』
②
．
な
お
、
佐
藤
経
明
「
経
済
改
革

と
誘
導
市
場
モ
デ
ル
」
、
『
経
済
評
論
』
一
九
六
八
年
七
月
号
、
参
照
。

２
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
の
現
段
階



114 

企
業
の
構
成
員
は
経
営
者
グ
ル
ー
プ
（
総
数
の
○
・
五
’
一
％
）
、
中
間
管
理
職
・
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
四
・
五
’
一
二
％
）
、
一
般
従

業
員
（
八
七
’
九
五
％
）
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
最
高
で
基
本
給
の
八
○
％
に
相
当
す
る
額
ま
で
こ
の
分
配

プ
ォ
ン
ド
か
ら
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
（
合
計
収
入
は
基
本
給
の
一
・
八
倍
ま
で
）
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
基
本
給
の
五
○
％
相
当
分
ま

で
を
、
第
三
グ
ル
ー
プ
は
基
本
給
の
一
五
％
相
当
分
ま
で
を
、
分
配
フ
ォ
ソ
ド
の
増
加
（
し
た
が
っ
て
利
潤
総
額
の
増
加
）
に
応
じ
て

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
企
業
が
赤
字
の
場
合
に
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
基
本
給
の
七
五
％
ま
で
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
八
五

％
ま
で
を
保
障
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
第
三
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
場
合
に
も
基
本
給
の
全
額
を
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
基
本
給

に
つ
い
て
は
、
職
種
ご
と
に
上
限
と
下
限
が
国
家
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
決
定
す
る
。

正
当
な
理
由
な
し
に
賃
金
が
急
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
額
が
分
配
フ
ォ
ン
ド
か
ら
控
除
さ
れ
て
国
家
に
納
入
さ
れ
る
。

価
格
制
度
に
関
し
て
、
弾
力
的
な
価
格
体
系
が
導
入
さ
れ
た
。
重
要
な
生
産
物
に
対
し
て
は
国
家
当
局
が
固
定
価
格
を
設
定
す
る

（
固
定
価
格
の
改
訂
と
い
う
形
で
の
価
格
変
動
は
あ
り
う
る
）
が
、
そ
れ
以
外
の
品
目
に
つ
い
て
は
鍍
大
限
価
格
（
上
限
の
み
を
設

定
）
、
制
限
価
格
（
上
限
と
下
限
を
設
定
）
、
自
由
価
格
が
適
用
さ
れ
る
。
上
限
設
定
の
理
由
は
企
業
連
合
に
よ
る
独
占
価
格
の
形
成
を

阻
止
す
る
た
め
、
下
限
設
定
の
理
由
は
資
源
不
足
の
場
合
の
需
要
抑
制
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
無
制
限
の
変
動
を
認
め
ら
れ

る
自
由
価
格
は
、
重
要
度
の
低
い
財
貨
で
競
争
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
現
在
、
燃
料
お
よ
び
大
部
分
の
国
産
原

料
は
固
定
価
格
ま
た
は
最
大
限
価
格
を
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
輸
入
原
料
の
大
部
分
は
自
由
価
格
で
あ
る
。
固
定
価
格
は
主
と
し
て
農

発
展
プ
ォ
ン
ド
、
分
配
可

い
わ
ば
賞
与
部
分
で
あ
る
。

産
物
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

ぱ
こ
れ
ら
の
問
題
に
介
入
す
る
権
限
を
持
た
な
い
。
企
業
は
実
現
さ
れ
た
利
潤
の
約
四
○
％
を
留
保
し
や
そ
の
中
か
ら
予
備
フ
ォ
ソ
ド
、

■
 

発
展
プ
ォ
ン
ド
、
分
配
プ
ォ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
る
。
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
企
業
の
投
資
の
た
め
の
自
己
資
金
で
あ
り
、
分
配
フ
ォ
ン
ド
は
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企業利潤の配分（百分比，％）

通常利潤｜追加利潤

フ
フ
フ

家
配
展
備

分
発
子
国

ド
ド
ド
入

ソ
ン
ソ

2５ 

２０ 

１０ 

４５ 

６
７
４
３
 

２
 

６
 

オ
ォ
ォ
収

SdndorBaIAzSy，“FinancialRegulatingSystemandTechnicalDevelopment," 
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以
上
の
内
容
を
端
的
に
示
す
の
が
前
の
一
一
一
表
で
あ
る
。
企
業
利
潤
は
通
常
の
場
合
で
そ
の
四
五
％
、
も
っ
ぱ
ら
価
格
引
上
げ
に
よ
っ

て
利
益
を
得
た
場
合
に
は
そ
の
六
一
一
一
％
が
利
潤
税
と
し
て
国
家
に
吸
収
さ
れ
る
。
企
業
は
そ
れ
以
前
に
生
産
高
に
比
例
し
た
税
金
、
資

源
利
用
に
対
す
る
料
金
（
固
定
資
産
使
用
料
五
％
、
賃
金
税
一
三
％
な
ど
）
を
国
家
に
納
入
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
企
業
の
自
主
性
の

経
済
的
基
礎
は
そ
れ
ほ
ど
強
固
な
わ
け
で
は
な
い
。

投
資
の
財
源
は
明
ら
か
に
企
業
の
自
己
資
金
の
比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
国
家
の
財
政
資
金
に
よ
る
投
資
は
な
お
半
分
以
上

を
占
め
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
が
比
重
で
は
一
○
倍
以
上
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
家
の
政
策
手
段
と
し
て
利
用
可

能
な
も
の
で
あ
る
。
前
表
の
よ
う
に
企
業
自
体
の
投
資
財
源
と
し
て
の
発
展
フ
ォ
ソ
ド
は
利
潤
部
分
の
一
一
○
％
に
と
ど
ま
り
、
自
己
資

金
に
よ
る
投
資
の
拡
大
を
制
約
し
て
い
る
。
こ
の
面
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
分
極
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

混
合
価
格
体
系
の
中
で
は
、
工
業
製
品
に
関
し
て
自
由
価
格
が
す
で
に
八
五
％
を
占
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ハ
ソ
ガ
リ
ー
は

輸
入
依
存
度
が
高
く
、
外
国
製
品
と
の
競
争
に
よ
っ
て
国
内
価
格
の
上
昇
を
抑
制
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
、
工
業
製
品
に
関

し
て
は
積
極
的
に
自
由
価
格
の
適
用
を
拡
大
し
た
。
た
だ
し
こ
の
数
字
は
、
西
側
に
お
け
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
貿
易
価
格
暴
騰
の

以
前
の
も
の
で
あ
る
・
消
饗
財
関
連
部
門
で
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
価
格
制
限
が
強
く
、
こ
の
部
門
で
の
制
限
緩
和
の
可
能
性
が
今
後
の

以
前
の
も
の
で
あ
る
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
改
革
の
開
始
か
ら
五
年
間
を
経
過
し
た
一
九
七
三
年
の
時
点
で
は
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
国
内
で
は
、
資
本
主
義
の
復
活
と
い
う
内
外

の
非
難
を
し
り
ぞ
け
な
が
ら
（
反
論
と
し
て
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
存
在
と
経
済
政
策
の
決
定
的
役
割
の
保
持
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
）
、
改
革
の
積
極
的
な
成
果
が
強
調
さ
れ
た
。
『
ア
ク
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
カ
』
誌
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
ア
ヵ
ー
プ
ミ
ー
発
行
）
で
、
マ
ー

チ
ャ
ー
ン
ュ
・
テ
ィ
マ
ー
ル
は
、
六
八
年
改
革
は
予
想
以
上
に
成
功
し
た
と
の
べ
て
、
お
よ
そ
六
点
を
成
果
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

１
、
計
画
化
の
作
業
が
改
善
さ
れ
、
中
央
か
ら
の
直
接
統
制
と
間
接
的
規
制
措
置
と
の
結
合
に
成
功
し
た
。
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６
、
生
産
企
業
を
貿
易
に
よ
り
直
接
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輸
出
．
〈
タ
ー
ン
が
改
善
さ
れ
、
対
外
経
済
関
係
が
国
内
市
場

に
有
効
な
刺
激
を
お
よ
ぼ
し
た
。

結
論
と
し
て
テ
ィ
マ
ー
ル
は
、
新
経
済
制
度
の
社
会
的
な
効
果
は
全
体
と
し
て
良
好
で
あ
っ
た
が
、
一
部
に
困
難
と
欠
陥
を
過
度
に

（
鋤
）

強
調
し
て
改
革
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
、
と
警
生
口
し
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
の
総
括
的
な
評
価
と
し
て
は
、
西
側
の
リ
ー
ズ
ラ
ー
も
、
「
ソ
連
圏
内
で
は
最
大
の
経
済
的
自
由
を
生
産
者

と
消
饗
者
に
保
障
し
、
中
央
計
画
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
調
和
を
試
永
た
重
要
な
実
験
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
改
革
の

諸
目
標
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
達
成
さ
れ
て
き
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
さ
い
に
、
改
革
の
目
標
と
し
て
具
体
的
に
提
示

さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
民
所
得
の
均
等
で
〈
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
成
長
、
経
済
効
率
の
着
実
な
改
善
、
各
種
の
経
済
部
門
間
の
均
衡
達
成
、

（
帥
）

景
気
循
環
の
有
効
な
規
制
、
国
際
市
場
へ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
へ
の
適
応
度
の
増
大
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
最
近
の
統
計
資
料
に
よ
っ
て
、
経
済
改
革
以
来
の
マ
ク
ロ
経
済
諸
指
標
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
比
較
の
た

め
に
、
年
次
デ
ー
タ
は
改
革
前
年
の
一
九
六
七
年
か
ら
掲
載
し
た
）
。

こ
の
表
に
即
し
て
論
評
す
れ
ば
、
ま
ず
国
民
所
得
の
成
長
率
に
関
し
て
は
改
革
前
と
改
革
後
と
で
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
一

３
、
弾
力
的
価
格
体
系
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
、
価
格
は
計
画
さ
れ
た
限
界
内
に
維
持
さ
れ
た
。

４
、
「
利
潤
動
機
シ
ス
テ
ム
」
（
｛
ず
の
②
嵐
の
日
・
〔
官
・
｛
岸
目
ｏ
牙
の
⑫
）
は
、
全
体
と
し
て
企
業
へ
の
強
力
な
刺
激
と
な
っ
た
。

５
、
企
業
の
自
己
資
金
の
拡
大
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用
の
増
大
、
国
家
投
資
計
画
の
削
減
な
ど
に
よ
る
投
資
規
制
も
、
お
お
む
ね
適
正

２
、
「
計
画
化
さ
れ
規
制
さ
れ
た
市
場
」
（
芹
｝
〕
の
冒
目
巳
目
」
Ｈ
の
砲
烏
《
＆
曰
自
【
の
〔
）
が
積
極
的
な
役
割
を
果
し
、
生
産
．
〈
タ
ー
ン

が
需
要
に
照
応
し
た
。

で
あ
っ
た
。
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九
六
八
年
を
区
切
り
と
し
て
比
較
す
れ
ば
、
一
九
六
○
’
六
七
年
の
年
平
均
成
長
率
は
五
・
二
％
で
、
一
九
六
八
’
七
三
年
平
均
は
六

二
％
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
場
合
に
は
チ
ェ
コ
の
場
合
と
異
な
っ
て
成
長
率
の
実
際
の
大
幅
鈍
化
が
急
激

な
改
革
を
要
請
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
状
況
を
先
取
り
し
て
チ
ニ
コ
型
を
回
避
し
た
の
で
あ
り
、
改
革
の
導
入
に
よ
る
過
渡
的
な

時
期
に
従
来
の
成
長
テ
ン
ポ
が
落
ち
な
か
っ
た
こ
と
が
成
果
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
○
年
代
に
入
っ
て
労

働
生
産
性
の
上
昇
テ
ン
ポ
が
か
な
り
加
速
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
諸
部
門
間
の
均
衡
に
関
し
て
は
、
改
革
当
初
に
消
費
と
蓄
積
の
均
等
発
展
を
予
定
し
た
の
に
、
蓄
積
部
門
の
年
々
の
変
動
が

大
幅
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
○
’
七
一
年
に
投
資
が
予
定
外
に
急
増
し
た
の
で
七
一
’
七
二
年
に
国
家
投
資
削
減
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
条

件
引
締
め
な
ど
の
均
衡
回
復
措
置
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
七
三
年
に
ほ
ぼ
均
衡
は
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
資
本
形

（
魂
）

成
の
変
動
は
今
後
も
お
こ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
収
支
に
関
し
て
も
同
様
の
事
態
が
生
じ
、
輸
入
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
赤
字
か
ら
黒
字
へ
の
転
化
が
達
成
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
場
合
に
は
、
中
央
集
権
的
な
政
策
手
段
が
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
、
し

か
も
そ
れ
が
実
際
に
か
な
り
有
効
に
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

物
価
と
賃
金
に
関
し
て
は
、
問
題
点
が
多
い
。
改
革
の
発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
を
年
二
％
以
内
に
お
さ
え
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
実
際
に
一
九
七
一
年
ま
で
は
こ
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
「
イ
ン
フ
レ
な
し
の
改
革
」
と
評
価
さ
れ
た
（
チ
ニ
コ

改
革
の
さ
い
に
は
物
価
の
急
上
昇
が
生
じ
た
の
で
あ
る
）
。
し
か
し
消
費
者
物
価
は
七
二
年
、
七
三
年
と
年
三
％
以
上
の
上
昇
率
を
示

し
、
と
く
に
七
三
年
の
三
・
五
％
は
コ
メ
コ
ン
諸
国
中
の
最
高
の
上
昇
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
の
一
つ
は
西
側
か
ら
の
輸
入
イ
ン
フ

レ
で
あ
り
、
放
置
す
れ
ば
七
四
年
に
は
七
％
の
物
価
上
昇
と
な
る
た
め
、
こ
れ
を
三
％
以
下
に
お
さ
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
対
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
）イ
ン
フ
レ
的
物
価
上
昇
（
と
い
う
に
は
ま
だ
小
幅
だ
が
）
の
原
因
は
国
内
に
も
あ
り
、
企
業
の
価
格
引
上
げ
と
賃
金
上
昇
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果
と
し
て
の
否
定
的
現
象
が
し
だ
い
に
顕
在
化
し
て
い
る
。
前
出
の
テ
ィ
マ
ー
ル
も
、
経
済
改
革
は
全
体
と
し
て
社
会
進
歩
に
寄
与
し

た
と
し
な
が
ら
も
、
反
面
で
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
の
顕
在
化
、
利
潤
追
求
一
辺
倒
な
ど
の
否
定
的
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
め
、
工
場
民
主
主
義
も
従
来
よ
り
は
前
進
し
た
が
な
お
外
形
の
承
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
労
働
組
合
の
役
割
の
強
化
を
よ

（
鋼
）

ぴ
か
け
て
い
る
。

が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
賃
金
に
関
し
て
は
、
自
動
的
な
上
昇
を
認
め
ず
企
業
利
潤
と
も
っ
と
関
連
さ
せ
、
職
種
間
格
差
を
拡
大
し
て

刺
激
要
因
と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
所
得
格
差
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
労
働
者
の
不
満
が
強
ま
っ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
経
済
的
合
理
性
の
追
求
と
民
主
主
義
の
保
障
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ふ
た
た
び
問
題
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
一
九
六
八
年
改
革
は
チ
ェ
コ
事
件
の
衝
撃
の
も
と
に
政
治
的
民
主
化
の
側
面
を
タ
ブ
ー
に
し
て
出
発
し
た
が
、
そ
の
結

果
と
し
て
の
否
定
的
現
象
が
し
だ
い
に
顕
在
化
し
て
い
る
。
前
出
の
テ
ィ
マ
ー
ル
も
、
経
済
改
革
は
全
体
と
し
て
社
会
進
歩
に
寄
与
し

た
と
し
な
が
ら
も
、
反
面
で
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
の
顕
在
化
、
利
潤
追
求
一
辺
倒
な
ど
の
否
定
的
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
め
、
工
場
民
主
主
義
も
従
来
よ
り
は
前
進
し
た
が
な
お
外
形
の
承
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
労
働
組
合
の
役
割
の
強
化
を
よ
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ｇ
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２
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冨
囿
局
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庁
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国
、
①
。
Ｓ
…
一
・
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日
８
斤
ご
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』
§
。
§
蕊
・
萱
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（
８
）
ぐ
。
一
・
ｓ
（
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②
劃
）
ご
Ｚ
。
．
②
’
一
も
。
②
色
Ｉ
農
←
’

（
鋼
）
言
・
ヨ
ョ
貸
費
」
．
．
□
’
９
ｍ
‐
⑭
ｇ
・
な
お
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
平
泉
公
雄
氏
は
、
一
九
七
二
年
九
月
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
憲
法
改
正
が
エ
場

民
主
主
義
を
前
進
さ
せ
、
「
労
働
者
自
主
管
理
へ
の
歴
史
的
第
一
歩
」
が
踏
承
出
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
平
泉
公
雄
コ
ソ
ガ
リ
ー
人
民
共
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ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
の
発
想
に
関
し
て
は
（
チ
ェ
コ
の
改
革
に
関
し
て
も
い
え
る
こ
と
だ
が
）
、
一
九
三
○
年
代
モ
デ
ル
に
お
け

る
「
計
画
の
神
話
」
が
く
ず
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
市
場
の
神
話
」
を
持
ち
こ
ん
だ
と
も
い
え
よ
う
。
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
プ
ラ
ス
面

の
み
を
利
用
す
る
こ
と
が
果
し
て
可
能
か
、
自
由
競
争
が
必
然
的
に
独
占
を
も
た
ら
し
、
資
本
主
義
自
体
が
経
済
過
程
に
対
す
る
国
家

の
介
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
に
、
自
由
競
争
時
代
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
社
会
主
義
の
も
と
で
復
原
さ
せ
る
こ
と
が
現
実
的
な

の
か
、
と
い
う
批
判
は
当
然
あ
り
え
よ
う
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
「
計
画
の
神
話
」
、
「
市
場
の
神
話
」
と
な
ら
ん
で
「
自
主
管
理
の
神

話
」
も
存
在
し
て
い
る
。
神
話
を
神
話
で
お
き
か
え
る
こ
と
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
あ
ま
り
生
産
的
な
こ
と
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

神
話
も
、
そ
れ
が
ひ
と
た
び
大
衆
を
つ
か
む
な
ら
ば
、
物
質
的
な
力
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
が
。

現
代
社
会
主
義
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
の
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
が
出
発
点
で
あ
っ
て
、
あ
る
べ
き
姿
を

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
モ
デ
ル
と
現
実
は
即
自
的
に
一
致
し
な
い
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
も
内
容
的
に
は
そ
れ
ほ
ど

分
権
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
の
発
展
方
向
と
し
て
も
、
一
方
で
は
よ
り
い
っ
そ
う
市
場
原
則
を
強
化
し
て
分
権
化
を
前
進

さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
（
こ
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
生
じ
た
欠
陥
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
う
よ
り

も
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
十
分
に
機
能
し
え
な
い
状
況
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
、
他
方
で
は
前
記
の
よ
う
な
労
働
者
の

不
満
に
こ
た
え
て
分
権
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
（
七
四
年
三
月
に
は
こ
の
方
向
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労

働
者
党
の
経
済
政
策
責
任
者
が
更
迭
さ
れ
た
）
。
ソ
連
に
対
す
る
政
治
的
な
配
慮
と
も
関
連
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
改
革
の
前
途
は

な
お
流
動
的
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

和
国
に
お
け
る
震
法
改
正
ｌ
そ
の
意
義
と
問
題
点
Ｉ
」
「
『
ア
ジ
ア
縫
済
』
第
一
五
巻
第
八
号
八
二
ぺ
１
ジ
）
．
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求
め
て
の
政
治
的
、
経
済
的
実
験
は
鑓
犬
限
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ｂ
そ
の
意
味
で
、
ソ
連
の
チ
ニ
萱
侵
入
は
は
か
り
知
れ
な
い

マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し
た
⑥
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
改
革
も
ま
た
、
つ
ね
に
ソ
連
の
出
方
を
気
に
し
な
が
ら
、
ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
の
も
と

で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ソ
連
内
部
に
お
け
る
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
確
立
が
Ｄ
社
会
主
義
諸
国
間
の
相
互
関
係
を
正
常
化

す
る
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
強
調
し
た
い
。


